



















目  次 
 
第 一 部 
 
序章 理由のある欲望  
０－１「欲望の氾濫」という道徳的な見地に立脚する批判的な見方 1 
０－２ 理由のある欲望という理解的な立場の可能性 2 
０－３ 公的文化装置の論理と生活世界の論理 2 
０－４ 研究目的：二つの理解 6 
０－５ 具体的な研究方法と本論文での進み方 7 
 
第１章 改革開放以降の中国の上昇志向に近づくための先行研究  
第１節 改革開放後の社会意識の変化に関する研究 9 
 １－１ 若者（青年）価値観の視点からの意識研究 9 
１－２ 伝統から近代へという「社会転型」の視点からの意識研究 11 
１－３ 上述の先行研究の考察 11 
第２節 80年と 90年代以降の中国社会の文化的状況の変化に関する研究 12 
 ２－１ 80年代と90年代との文化的状況の違い 12 
 ２－２ 「現代化」と名乗る政治的文化装置による統制の80年代と「衆神狂歓」の 
90年代 13 
第３節 90年代以降の社会的文化的状況に関する研究 16 
 ３－１ 「新イデオロギー」説――「エリート知識人」の視点 16 
 ３－２ 「欲望弁証法」――「欲望」をキーワードとした近代社会批判 18 
 ３－３ 「チャイナ・ドリーム」説 20 
 ３－４ 小結 22 
第４節 階層意識研究の成果紹介 22 
４－１ 階層意識研究での主な既存研究 23 
４－２ 階層意識研究の考察 26 
第５節 上昇志向に関する先行研究 26 
第６節 先行研究の考察 28 
 
第２章 研究資料としての『中国青年』雑誌  
第１節 中国の雑誌業界の状況から見た『中国青年』29 
１－１ 中国雑誌業の規模と分類 29 
１－２ 中国の雑誌業全体の特徴 32 
１－３ 政府の条例による雑誌への統制の変化 35 
１－４ 市場化の過程 38 
１－５ 青年雑誌の歴史的変容 39 
１－６ 『中国青年』の社会的影響力の変化 41 
第２節 資料としての『中国青年』の利用方法 43 
 ２－１ 『中国青年』の読者投書の内容の変化 43 
 ２－２ 本研究における「読者の声」の選定と使用方法 44 
  ２－２－１ 読者の声となる資料の母集団の選定 44 
  ２－２－２ 1978－1987 読者の声を掲載するコラムの紹介 46 
  ２－２－３ 1985－1991年読者の声を掲載するコラムの紹介 48 
  ２－２－４ 1992－2000年読者の声を掲載するコラムの紹介 49 
２－３ 読者の声との資料を利用する際の七つの分類 50 
 
第３章 改革開放以降の経済発展と社会変動  
第１節 本研究で採用する三つの時代区分 53 
第 2節  1978年以降の社会経済変動 53 
 ２－１ 1978年以降の社会経済変動 54 
   ２－１－１ 1978年～1984年 経済体制改革の始動段階 54  
    ２－１－２ 1985年～1992年 都市部を重点とする経済体制改革の推進段階 55 
    ２－１－３ 1992年以降 市場経済の全面的導入 57 
２－２ 改革開放以降の所得格差 60 
    ２－２－１階層間の経済的地位の変化 61 
    ２－２－２ グループ間の所得格差の原因 61 
２－３ 1978年以降の教育の発展及び制度的不均衡 62 
  ２－３－１教育事業の発展 62 
  ２－３－２教育制度における不均衡 66 
 ２－４ 社会階層構造の変容 67 
 
第４章 『中国青年』雑誌に見る公的文化装置による中国社会の語り方の変容 
第１節 雑誌『中国青年』のプロフィール及び先行研究 72 
１－１ 『中国青年』のプロフィール 72 
１－２ 『中国青年』を含む中国雑誌を対象とした先行研究 73 
１－３ サンプルの選定理由について 73 
第２節 周年記念の内容から見る雑誌の自己認識の変化 75 
 ２－１ 政治的価値の表明 75 
 ２－２ 政治的価値の表明から読者の承認による価値の定義への移り変わり 77 
 ２－３ 歴史あるユニークなメディアとしての雑誌の価値の表明 79 
第３節 三回の改版に見られる若者との位置関係の変化 81 
３－１ 1995年改版以前：政治的権威を背景に指導的・教化的な立場をとる 81 
３－２ 迎合と教化との間の不自然さ――1995年一回目の改版 81 
    ３－２－１ 改版の背景 82 
  ３－２－２ 「理想主義」と「人間の正しい道」 82 
 ３－２－３ 読者参加コラムの大幅な増加 83 
    ３－２－４ 雑誌社指導部による読者への直接的な語りの増加 83 
３－３ 「奮闘」の過程そのものの重視――2003年二回目の改版 84 
    ３－３－１ 2003年改版までの微調整  84 
    ３－３－２ 迎合から付き添いと励ましへ  84 
３－４ 「先駆者」や「リーダー」、「奮闘」の結果の重視――2008年の第 3回改版 86 
    ３－４－１ 読者参加の内容の大幅なカット 86 
    ３－４－２ 雑誌の位置づけとモチーフの変化 86 
 ３－５ 『中国青年』の3回の改版の社会学的意味 88 
第４節『中国青年』雑誌に見る中国社会に対する語り方の変化 89 
 
第 二 部 
 
第５章 1978年～1984年 知識による上昇移動への熱望  
第１節 1978～1984年における社会経済変動 91 
 １－１ 大学入試制度の再開と知識重視の風潮の発生 91 
 １－２ 知識青年の「返城」による失業の大量発生及びそれに伴う就業形態の変化 92 
１－３ 70年代末から80年代初頭の階層構造 93 
１－４ 小結 94 
第２節 知識による個人奮闘の正当化と個人主義への批判 94 
２－１ 「四つの現代化」との国家目標の提示及び若者の位置づけ 95 
  ２－１－１ 「見透かした」若者の存在から見る政権の政治的正当性の危機 95 
 ２－１－２ 「四つの現代化」という国家目標の提示及び若者の位置づけ 96 
２－２ 技術・知識によって彩られた個人と国家の「未来」像 99 
  ２－２－１ 模範人物に見られる「知識」による社会上昇ルートの提示 99 
  ２－２－２ 知識による国家の「未来」像のと若者へ呼びかけ 104 
 ２－２－３ 特徴的コラムから見る「知識」による上昇手段の提示 114 
２－２－４ 小結 142 
２－３ 知識による奮闘の承認と常に行われた「公」か「私」かの動機の選別 143 
  ２－３－１ 知識による個人の奮闘の正当化＝「赤」「専」議論 143 
  ２－３－２ 「公」の対立面としてのエゴへの批判 144 
２－３－３ 小結 156 
第３節 若者の生活世界：上昇志向に関する読者投書の分析 156 
３－１ 「登竜門」とされる大学受験：学業に関する読者の声 157 
   ３－１－１ 学習効率を上げる方法や受験の注意点などのノウハウ 157 
  ３－１－２ 大学受験に対する受験生の不安や焦燥感 158 
  ３－１－３ 大学入試の競争の激化による中高生への心理的負担のしわ寄せ 162 
３－１－４ 学業に関する投書分析の小結 182 
３－２ 職業による社会的地位の不安：職業に関する読者の声の分析 183 
   ３－２－１ 職業に関する悩みから見る階層ヒエラルキーに対する認知 183 
   ３－２－２ 階層の上昇移動を果たそうする若者 186 
   ３－２－３ 上昇移動のメカニズムに対する不満及び社会のあり方に対する解釈  
・想像 203 
３－２－４職業に関する投書分析の小結 206 
３－３ 恋愛・結婚に関する読者の声の分析 207 
３－３－１ 恋愛・結婚に対する『中国青年』の態度及びそれの提唱する理想像 207 
３－３－２ 恋愛・結婚に関する悩みから見る階層ヒエラルキーに対する認知 214 
３－３－３ 恋愛・結婚に関する投書分析の小結 227 
 
第６章 1985年～1991年 上昇移動における金銭の役割への目覚め  
第１節 1985～1991年における社会経済変動 228 
第２節 「改革」イデオロギーの提起及び物質的利益の合理化 228 
 ２－１「改革イデオロギー」の提起及び若者へのまなざし 229 
 ２－２ 経済活動の提唱及び新しいモデルとしての「企業家型人材」231 
２－３ 改革に相応しい「新観念」と「強い男」の強調 234 
２－４ 物質的利益の合理化と強調 241 
  ２－４－１ 「私」領域での享楽や消費への認可 242 
  ２－４－２ 個人の物質的利益の合理化と強調 243 
２－５ 政治的「正しさ」へのこだわり 245 
 ２－６ 本節の小結 252 
第３節 若者の生活世界：読者投書から見る若者の上昇志向及びその苦悩 252 
３－１ 勉強に関する読者の声の分析 253 
  ３－１－１ 大学受験に関する情報提供 254 
  ３－１－２ 受験生の不安 254 
  ３－１－３ 大学受験のプレッシャーによる中学生のプレッシャー 257 
３－１－４ 教育達成で失敗した若者の向かう先 261 
 ３－１－５ 学業に関する投書の小結 264 
３－２ 職業・自己実現に関する読者の声に見られる上昇志向 265 
３－２－１ 職業に関する悩みから見る階層ヒエラルキーに対する認知 265 
  ３－２－２ 階層の上昇移動を果たそうする若者の悩み 276 
  ３－２－３ 上昇移動の秩序に対する態度と解釈 297 
  ３－２－４ 職業に関する読者投書分析の小結 303 
３－３ 恋愛・結婚に関する読者の声の分析 304 
３－３－１ 恋愛・結婚に関する『中国青年』掲載内容の特徴及びその態度 304 
３－３－２ 恋愛市場における農村出身という精神的ハンディ 311 
３－３－３ 経済収入への重視によって「時代遅れの兵隊さん」とされた軍人の 
悩み 315 
３－３－４ 出身家庭の社会的地位の違いなどに起因するとされる恋の悩み 317 
３－３－５ 戸籍や出身などの制度的要因による格差を超越していく高収入の 
魅力 319 
３－３－６ 小結 324 
 
第７章 1993年～2000年 「個人奮闘」の時代という語られ方 
第１節  1993～2000年における社会経済変動 326 
第２節 個人の「成功」願望への注目 327 
 ２－１  改革イデオロギーの強調から「精神的な追求」の提唱へ 327 
  ２－１―１「改革イデオロギー」の強調から「精神的な追求」の強調へ 327 
２－１－２ 癒しとしての限度のある「道徳的正しさ」の強調 329 
２－２ 雑誌のパフォーマンスから見る物質的欲求への対抗姿勢 332 
  ２－２－１ 「美女」や「芸能界のスター」を表紙に起用しないとのメッセージ 332 
  ２－２－２ 商業文化や物欲に対抗して人間の情を訴えるコラム 338 
２－２－３ 「われわれの精神家園」コラムの指向性の変容 345 
２－２－４ 独自で経済的収益に責任を持つ経営主体としての『中国青年』364 
２－２－５ 小結 366 
２－３ 個人の「成功」願望への誘導 366 
  ２－３－１ 汲み上げられ始めた個人の「成功」への願望 366 
  ２－３－２ 若者の「被雇用者」としての人生を積極的にサポート 371 
  ２－３－３「個人奮闘の時代の到来」――一般人の成功や奮闘過程への注目 375 
  ２－３－４ 小結 379 
２－４ 本節の小結 379 
第３節 若者の生活世界 1993年－2000年の読者の声に関する分析 380 
３－１ 学業に関する読者の声の分析 380 
  ３－１－１ 幼児教育の目覚め 380 
  ３－１－２ 大学受験制度の不正な利用 381 
  ３－１－３「世界で最も疲れる、最も辛い親」たち 382 
３－１－４ 受験戦争に苦しむ子供たち 389 
３－１－５ 受験教育体制のもとで教師と生徒の権力関係 392 
３－１－６ 小結 393 
３－２ 職業・自己実現に関する読者の声の分析 394  
  ３－２－１ 階層ヒエラルキーに対する認知 394 
  ３－２－２ 若者の上昇志向のあり方及びそれによる悩み 404 
３－２－３ 上昇移動の秩序に対する解釈・想像 433 
３－３ 恋愛・結婚に対する読者投書の分析 443 
  ３－３－１ 恋愛・結婚に関する投書の概況 443 
  ３－３－２「お金に汚染された真の愛」との批判 445 
  ３－３－３ 恋愛の場面での金銭の役割に対する若者のアンビバレントな気持ち 451 
  ３－３－４ 道徳的な立場を諦めつつある『中国青年』453 
  ３－３－５ 小結 454 
 
終章 欲望の理由（わけ） 
第 1節 それぞれの時代の公的文化装置と生活世界の論理、及びその関係 457 
１－１ 1978年～2000年における公的文化装置の変化 457 
  １－１－１ 1978年～1984年 458 
  １－１－２ 1985年～1991年 458 
  １－１－３ 1992年～2000年 460 
１－２ 1978～2000年における生活世界の論理の変化 462 
  １－２－１ 1978～2000年の学業についての読者の声の変遷 462 
  １－２－２ 1978～2000年の職業についての読者の声 463 
  １－２－３ 1978～2000年の恋愛・結婚についての読者の声 466 
  １－２－４ 1978～2000年までの中国社会のあり方に対する人々の認知・解釈 468 
１－３ 上昇志向をめぐる文化装置と生活世界の論理の関係 470 





















































































































































































































































































































































































































































































































第２節 80 年と 90 年代以降の中国社会の文化的状況の変化に関する研究 
若者価値観研究や「社会転型」の視点による意識研究の限界に対して、文学研究領域で































































































































































































































                                                   
7 『上海文学』1993 年第 6 期に「旷野上的废墟——文学和人文的危机」として王暁明らの談話録が掲載 
されている。市場化の進展によって人々は生きる意味など人間としての精神的な部分に興味を失い「人  
文精神」が失われたとそこでは訴えられている。その後この議論について雑誌『読書』で特集が組まれ、 

































明「从“淮海路”到“梅家橋”—从王安憶小説創作的転変談起』『文学評論』2002 年第 3 期）。しかしこの 
四つの言説を見ても「新イデオロギー」の内容を解明するのは困難であり、物欲批判ありきの定義をし 
ている感が強い。 

















が 90 年代以降の中国社会を支配し始めたと張は指摘している（張光芒 2005）。 










































































                                                   
10 物欲社会を生きる知識人のあるべき姿として、陳思和は「知識人にあるべき尊厳や人格、知識への深 





















































































































































































































                                                   
11許欣欣 2005「叢職業評価和択業取向看中国社会結構変遷」『社会学研究』2005 年第 3 号；蔣来文 1991













































































































































る12。その歴史をさかのぼると、1923 年 10 月に中国共産党の若者向けの下位組織である
中国共産主義青年団中央の機関誌として、『中国青年』雑誌は上海で創刊した。当誌は、そ







徐々に復刊を遂げた。1978 年 9 月に『中国青年』がいち早く復刊した。「階級闘争」を中













1978 年から 2008 年まで、30 年間における中国雑誌のタイトルが大幅に増加した。中
国雑誌協会13の統計によると、1978 年の 930 誌から、2008 年の 9851 誌と増加した14。 




13 1992 年 5 月に成立。1999 年 1 月に国家新聞出版署の許可を得て、北京印刷学院と共同で雑誌研究所
「期刊研究所」を設立。2002 年から隔年か毎年『中国期刊年鑑』（2002）を出版している。2007 年に 
国際雑誌連盟総会を中国北京で共催した。 

















り、その次が哲学・社会科学誌で 25％、さらには文化・教育誌で 12％、文学・芸術誌で 6％、








表 2‐1 2008 年中国雑誌全体の分類及びそのタイトル数、比率 
雑誌の類別 タイトル数 全体に占める比率 前年比 
総合誌 479 5.02% 0 
哲学・社会科学誌 2339 24.49％ 0 
自然科学・技術誌 4794 50.2％ 1.72％増 
文化・教育誌 1175 12.3％ 0 
文学・芸術誌 613 6.42％ 0 
児童向け雑誌 98 1.03％ 0 
絵・写真誌 51 0.53％ 0 
全体 9551  0.86％ 
出所：『中国出版年鑑』（2009）より筆者作成 
 






められ、2005 年時点では業界誌が 4984 誌あり、全体の 50.95％を占めている。その次に
多いのがアカデミック誌で 3522 誌あり、36％を占めている。それ以外の大衆消費者個人
の好みに合わせて作られる雑誌を消費類雑誌（consumer magazine ,B2C 雑誌ともいう）



































る。公表された 2006 年のデータを例に見ると、2006 年毎号平均印刷部数 top20 ランキン
グの中では、党の業務指導型雑誌、小中学生向けの教育雑誌、大衆総合誌と三つの種類に






類（党による業務指導型 9 種類（☆印）、小中学生向けの教育誌 5 種類（※印））、個人の購
読による大衆総合誌は 6 種類とわずかしかない。 
 











                                                   









自己申告によるものであると思われる。2003 年 11 月にアメリカの発行部数監査機関 BPA（Business 
Publication Audit of Circulation）のラインセンスによって「汎華東方媒体顧問有限会社」という新聞
発行部数の認証販売代理が成立し、中国で 30 余りのメディアが参加している。中国独自の発行部数監






少ない。この点は、表 2－6（中国雑誌広告収入ランキング上位 20）から伺える。 
 




表 2－6 から伺えるように、中国雑誌広告収入ランキング上位 20（2009）に登場したの





















































1982 年 2 月、中央書記処によって、十一回三中全会からの出版事業について議論をし




                                                   
19 2014 年 11 月 4 日現在の為替レートでは 1 人民元 = 18.597731 円。20 元は約 370 円相当、6－10 元



















































































































































































































『青年一代』は 200 万部以上の発行量に達した。 









































く応え、読者の需要を掴んだと言えよう。そして、雑誌自身も 50 年代や 60 年代のプロパ
ガンダ誌との政治的色彩から大きく変化し、総合雑誌の性格を帯びるようになった。これ
らの理由により、青年雑誌全般は当時の若者に広く読まれていた（高江波 1992；李静
2005；呉新宇 2005）。その中で『中国青年』雑誌も 1980 年の初めにその全盛期を迎え、
                                                   













年まで『中国統計年鑑』の「毎号平均印刷部数 50 万冊／40 万冊／25 万冊を超えた雑誌ラ
ンキング」コラムの中で、青年雑誌で長年継続的に登場していたのが『中国青年』、『青年
文摘』、『青年一代（上海）』、『山西青年』、『遼寧青年』、『深圳青年』、『福建青年』（のちの








































書を母集団に、1953～1957 年、1962～1966 年、1978～1980 年、1984～1988 年、1993
～1997 年、2000～2003 年という六つの時期に掲載された読者投書をそれぞれ、1950 年



























1980 年代 1990 年代 00 年代 





42.7 19.6 11.6 11.6 4.1 
仕事、勉強など
の個人の発展 
26.0 19.6 35.3 17.1 14.0 21.9 




12.5 1.4 7.8 14.0 18.6 23.1 
人間関係と処
世術 
3.1 4.9 3.9 15.2 14.0 2.4 
生活、生産活動
の知識 
3.1 4.9 3.9 10.4 14.0 2.4 
その他 3.1 4.9 3.9 5.5 4.7 3.0 
































































掲載するのが大多数であるが、ここでは、一つの話題を 1 件として計上する。 






表 2－3 年代別「古典的コラム・擬似コラム A・擬似コラム B」読者の声の文章数 
年代 ／リソース 古典的コラム 擬似コラム A 擬似コラム B 
1978－1984 298 件 83 件 10 
1985－1991 176 件 86 件 11 
1992－2000 117 件 29 件 5 
出所：『中国青年』の掲載内容をもとに筆者作成21 
 





















































































































































































































（タイトル及び掲載雑誌の号）は、資料編・表 12～20 を参照いただきたい。 
 
表 2－9 1978～1984 年 三つの話題に関する読者の声の文章の数（本） 
1978～1984 勉強 職業・自己実現 恋愛・結婚 
古典的コラム 29 30 54 
擬似コラム A 3 6 18 
擬似コラム B 3 5 1 
出所：雑誌『中国青年』の内容を元に筆者整理・作成 
 
表 2－10 1985～1991 年 三つの話題に関する読者の声の文章の数（本） 
1985－1991 勉強 職業・自己実現 恋愛・結婚 
古典的コラム 14 36 39 
擬似 A 9 21 40 
擬似 B 2 ７ 1 
出所：雑誌『中国青年』の内容を元に筆者整理・作成 
 
表 2－11 1992～2000 年 三つの話題に関する読者の声の文章の数（本） 
1992～2000 勉強 職業・自己実現 恋愛・結婚 
古典的コラム 15 39 21 
擬似 A 7 10 1 








1981 年第 8 号「両親が宗教の教徒ですが、その子供は青年団に入れるでしょうか」 
1979 年第 1 号「私のやっていることは、階級の境界線を紛らわしくしたと言われ
ましたが、本当にそうでしょうか」 
・人間関係の悩み、心理的悩み 






1981 年第 10 号「何かあるとすぐに恥ずかしくて顔が赤くなります。治るのでしょ
うか」 
・生活、生産活動の知識 






















近代中国経済史の研究において、1978 年以降の経済変動について、1978 年～1984 年経



















の、同じようなリズムで変化し、度重なる改版をしていた。例えば 1984 年の後半や 1985
年に誌面や内容に顕著な変化が起こり、1992 年から表紙とコラムの設置に大きな変化が生
じた。 




























２－１－１ 1978～1984 年 経済体制改革の始動段階 

























ら 1982 年まで、集団経済の就業者数は 603 万人増え、個人経済の就業者数は 15 万人から
147 万人増えた。集団経済と個人経済での就業者数の、都市部就業者数全体に占める割合








２－１－２ 1985～1992 年 都市部を重点とする経済体制改革の推進段階  




























































は 14015 万元にのぼり、年増加率 9.6％の成長となった。都市部住民の平均給料は 1978














２－１－３ 1992 年以降 社会主義市場経済の樹立を目標とする市場経済の全面的導入 
1992 年に入って、トウ小平の力強い指導のもとで、ひとたび停滞していた改革が再開さ

























表 3－1 1998～2001 年国有セクターにおいてレイオフされた従業員の数 























































1992 年に改革が再開されてから、非公有制経済は再び大きく発展した。1997 年の第 15
回共産党大会において個人経済、私営経済、外資経済などの非公有制経済は「社会主義市
場経済の重要な部分」だと認められた。1992 年に個人経営、私営経済を合わせた従業員は
2468 万人であったが、1995 年に 5441 万人に増えた。その中で特に私営企業の発展は著































表 3－2 改革開放以降の国内総生産額の増加率（1978～2004 年） 
年度 





    
第三次産
業   
     
    工業 建築業   運輸通信  商業 
1978 11.7  4.1  15.0  16.4  －0.6  13.7  8.9  23.1  
1979 7.6  6.1  8.2  8.7  2.0  7.8  7.7  8.8  
1980 7.8  －1.5  13.6  12.7  26.7  5.9  5.7  －1.3  
1981 5.2  7.0  1.9  1.7  3.2  10.4  1.9  30.0  
1982 9.1  11.5  5.6  5.8  3.4  13.0  11.7  3.9  
1983 10.9  8.3  10.4  9.7  17.1  15.2  10.0  21.9  
1984 15.2  12.9  14.5  14.9  10.9  19.4  15.0  21.5  
1985 13.5  1.8  18.6  18.2  22.2  18.3  13.5  28.9  
                                                   




1986 8.8  3.3  10.2  9.6  15.9  12.1  12.8  10.6  
1987 11.6  4.7  13.7  13.2  17.9  14.4  10.0  13.5  
1988 11.3  2.5  14.5  15.3  8.0  13.2  13.3  14.3  
1989 4.1  3.1  3.8  5.1  －8.6  5.4  4.7  －8.3  
1990 3.8  7.3  3.2  3.4  1.2  2.3  8.6  －4.8  
1991 9.2  2.4  13.9  14.4  9.6  8.8  11.2  4.5  
1992 14.2  4.7  21.2  21.2  21.0  12.4  10.5  13.1  
1993 13.5  4.7  19.9  20.1  18.0  10.7  12.4  6.6  
1994 12.6  4.0  18.4  18.9  13.7  9.6  9.5  7.7  
1995 10.5  5.0  13.9  14.0  12.4  8.4  12.0  5.9  
1996 9.6  5.1  12.1  12.5  8.5  7.9  11.4  5.4  
1997 8.8  3.5  10.5  11.3  2.6  9.1  10.8  8.5  
1998 7.8  3.5  8.9  8.9  9.0  8.3  10.6  7.7  
1999 7.1  2.8  8.1  8.5  4.3  7.7  11.3  7.2  
2000 8.0  2.4  9.4  9.8  5.7  8.1  11.5  8.2  
2001 7.5  2.8  8.4  8.7  6.8  8.4  9.5  7.5  
2002 8.3  2.9  9.8  10.0  8.8  8.7  7.9  8.1  
2003 9.5  2.5  12.7  12.8  12.1  7.8  6.3  9.1  








が、改革前の 10～20 年、中国には明確な経済格差は存在していなかった（趙人偉：1999）。 
改革・開放以降、中国における所得格差は絶えず拡大している。その拡大傾向は多くの
研究資料によって実証されているが、中でも有名な数年間にわたる研究の成果によると、
経済改革が始まる 1978 年の時点で、全国でのジニ係数は 0.30 だったのが、1988 年には
0.38、1995 年には 0.45 に上がっているという（趙人偉：1999）。また世界銀行の統計資
料によると、1981 年の中国のジニ係数は 0.29 と世界の最低ラインにあったのが、1995 年
には 0.42 に上昇し、東欧や南アジア、高収入国のレベルを超え、所得格差の大きい国家に
なっているという（世界銀行 1999：198）。1995 年以降、所得格差は継続的に拡大してい













（１）経済改革の最初の 10 年の 1980 年代と後半 10 年の 1990 年代との間では、その格
差の分布及び格差をもたらすメカニズムの変容があった。 
（２）経済改革の最初の 10 年に当たる 1980 年代において、所得格差は広がり始めた。私
営企業家や個人経営主といった新興階層の経済的地位は高く、他の階層との経済格差
も大きかった。個人経営主の平均収入水準はその他の階層の 2、3 倍、私営企業家の
収入は 5 倍から 7 倍であった。また農業労働者や商業・サービス業従業員、労働者と
いったブルーカラーの経済的地位は上昇し、国家・社会管理職層や専門技術職、事務
職といったホワイトカラーの経済的地位は相対的に低下した。事実、国家・社会管理
者の経済的地位は 60～70 年代の第 1 位から 6 位に、事務職は 2 位から 8 位に、専門

































































制限も 30 歳に引き上げられた。1977 年の冬の初回の大学入試には 570 万人が受験し、そ






















よると、1978 年～1988 年の間に、普通大学は 598 校から 1075 校に増え、79.8％増えた。




















108.36 万人だったが、2001 年になるとその数は 268.28 万人に上がり、1998 年より 1.5
倍も増加した。それに伴って、中国の大学粗入学率は 1990 年では 3.4％であったが、2000








表 3－3 中学校、高校、中等専門学校、大学の進学率（1978～2002 年）（%）26 
年 中学 高校 中等専門学校 大学 
1978 87.7 40.9 2.6 5.9 
1980 75.5 39.7 4.9 4.6 
1985 67.5 25.8 6.7 31.5 
1986 68.8 24.3 6.4 25.5 
1987 68.2 22.8 6.4 25 
1988 69.4 21.1 6.7 26.7 
1989 70.5 21.3 6.5 24.5 
1990 73.5 22.5 6.6 26.1 
1991 74.4 22.5 7.2 27.8 
1992 78.2 21.3 8 33.3 
1993 80.3 20.1 10.1 39.9 
1994 85.1 21.1 10.6 43 
1995 89.3 22.3 11.3 45.9 
1996 91 22.1 11.9 47.1 
1997 92.1 22.4 11.2 45.1 
1998 92.6 22.8 10.6 43.1 
1999 92.9 24.9 10.3 60.7 
2000 93.6 29.4 8.3 73.2 
2001 94.2 32.7 7.5 78.8 
2002 95.8 36 8.3 83.5 
出所：『中国統計年鑑 2003』 
 
図 3－2 1978～2002 年大学進学率の変化（％） 
 
                                                   



































































































































 さらに 1999 年から、大学の学費は三年連続して引き上げられ、既存の不公平を拡大し
た。1998 年の四年制大学の学費は 2000 元であったが、1999 年は 3000 元に上昇し、2000

































                                                   
27 これらの成果は、『社会構造の変遷』（陸学芸等著 1997 中国社会科学出版社）『当代社会階層研究報告』
（陸学芸編 2002）、『当代中国社会流動』（陸学芸編 2004）、『社会衝突与階級意識』（李培林等共著 2005）、
『中国社会分層』（李培林、李強、孫立平共著 2005）、『転型与断裂――改革以来中国社会結構的変遷』（孫























































表 3－5 1952～1999 年中国社会階層構造の変容 
年 1952 1978 1988 1991 1999 
総計 100 100 100 100 100 
国家と社会管理者 0.50 0.98 1.70 1.96 2.10 
マネージャー人員 0.14 0.23 0.54 0.79 1.5 
私営企業主 0.18 0．00 0.02 0.01 0.60 
専門技術人員 0.86 3.48 4.76 5.01 5.10 
事務員 0.50 1.29 1.65 2.31 4.80 
個人経営者 4.08 0.03 3.12 2.19 4.20 
商業サービス業従業員 3.13 2.15 6.35 9.25 12．00 
商業サービス業 
従事者の中の農民工 
  - 0.80 1.80 2.40 3.70 
工業従事者 6.40 19.83 22.43 22.16 22.60 
工業従事者の中の農民工   -  1.10 5.40 6.30 7.80 
農業従事者 84.21 67.41 55.84 53.01 44．00 




一方、この過程に注目した研究者は、80 年代と 90 年代の相違を強調した。   
孫は、90 年代後半以降、中国の階層構造はほぼ安定しており、階層間の入れ替わりが少
なく、社会移動が途切れている「断裂社会」であり、各階層の権利が著しく平衡を失った
















































七回の周年記念号（5 周年記念 5 回、10 周年記念 2 回）から、『中国青年』がそれぞれの





りから徐々に変わり始めたのである。その象徴として、2001 年第 4 号から原稿募集を始め第 10 号から
始まった若者の多種多様な生き様を描く新しいコラム「私や私のそばの若者の生き様」、またその次の






























れている（鄭鳳媚 2007；範国平 2010）。 
このように、『中国青年』を含む青年雑誌は、90 年代に入ってから読者数が激減してそ
の社会的な影響力も落ちた。1980 年に 350 万部の発行部数を誇っていた『中国青年』は、






















近代中国女性』がある。そこでは 30 年代～40 年代に発行された中国雑誌『婦女雑誌』に
ついて、雑誌研究や女性史研究、ジェンダー研究などの角度から多角的に分析が行われて
いる（村田 2005）。 
宮頴麗（2005）は、メディア出版の角度から中国の 80 年代～90 年代初頭の雑誌出版に
ついて大まかな紹介をしている。また黄昇民（2005）は「中国の活字メディアの現状――2002





















1978 年から 2008 年までの 30 年あまりの間に発行された『中国青年』の中からサンプ




た理由から、サンプルは選定した年の 10 月号とした。 
以上の要素を踏まえ、次の通りサンプルとなる号を確定した。すなわち、文化大革命終
息後の復刊号に当たる 1978 年 10 月号（第 2 号）から、5 年ごとに 10 月号を選び、計 7
号を抽出した。ただしそのうち、1998 年 10 月号の第 10 号は、1999 年からの改版（月 2
回発行、上半期号は総合版、下半期号はダイジェスト版）のダイジェスト版の試刊号であ





その代わりに、創刊 75 周年に関する内容も一部含まれている 11 月号、即ち 1998 年第 11
号をサンプルに選んだ。 
サンプルとしたのは具体的には下記の号となる。 
・70 年代：1978 年 10 月号（第 2 号） 
・80 年代：1983 年 10 月号（第 10 号）、1988 年 10 月号（第 10 号） 
・90 年代：1993 年 10 月号（第 10 号）、1998 年 11 月号（第 11 号） 
・00 年代：2003 年 10 月号（第 19 号30）、2008 年 10 月号（第 19 号） 
 
それぞれのサンプルの表紙とタイトルは下の通りである。 
①      
②   ①            ②         ③        
③    
④           ⑤          ⑥      ⑦  
⑤  
① 1978 年 10 月号（第 2 号）「青春を新たな長征に捧げる」 
② 1983 年 10 月号（第 10 号）「滦河の水を引く工事に参加中の兵隊さん」 
③ 1988 年 10 月号（第 10 号）「中国共青団五四奨章」 
④ 1993 年 10 月号（第 10 号）タイトルなし 
⑤ 1998 年 10 月号（第 10 号）タイトルなし 
⑥ 2003 年 10 月号（第 19 号）「国際的に著名なバイオリスト、呂思清氏」 
⑦ 2008 年 10 月号（第 19 号）「北京五輪音楽総監督、卞留念氏」 
                                                   
30 1999 年から『中国青年』は月刊誌から月 2 回刊行（biweekly magazine）に切り換わり、上半月は通
常の総合版、下半月はダイジェスト版となった。2000 年からは 2 号とも通常の総合版の発行となった
ので、9 月号は第 17 号、18 号の 2 冊が発行されている。2003 年と 2008 年のサンプルは、10 月号の










なわち 55 周年に当たる 1978 年 10 月号、60 周年に当たる 1983 年 10 月号、70 周年に当
たる 1993 年 10 月号、75 周年に当たる 1998 年 11 月号、80 周年に当たる 2003 年 19 号、











（１）創刊 55 周年記念の記事 




る。また、前号の 9 月号＝1978 年第 1 号でも復刊にあたっての記念が大々的にうたわれ




家指導者 3 名による復刊を祝う直筆の題辞が掲載された。さらに、内容ページの 24 ペー




（２）1983 年 10 月号 
1983 年 10 月は創刊 60 周年に当たる月だが、10 月号には 60 周年を記念するための内
容が大々的に盛り込まれた。 
裏表紙 2 には、『中国青年』創刊者の惲代英の写真と記念文章、元国家主席の毛沢東に
                                                   
31 復刊という出来事も雑誌にとっては自らの価値をアピールする重要な場面だという判断から、ここで




よって四回にわたって書かれた『中国青年』という四文字の題字、1959 年 19 号に掲載さ
れていた当時の国家総理である周恩来の題辞との 3 点が掲載された。また裏表紙 3 には、
数号分の表紙の写真が組み合わせて掲載されていた。右上の目立つところに、創刊号の目
次ページの写真が掲載され、「1923 年 10 月 20 日に『中国青年』創刊第一号が上海で出版
された」と説明の説明が加えられている。 



























以上、創刊 55 周年の記念記事（1978 年総刊号と第 2 号に掲載）と創刊 60 年の記念記

















では、創刊 65 周年＝1988 年 10 月号、創刊 70 周年＝1993 年 10 月号、創刊 75 周年＝1998
年 11 月号を中心にこのプロセスを追ってみたい。 
 
（３）1988 年 10 月号 























（４）1993 年 10 月号 




























（５）1998 年 11 月号（75 周年） 
1998 年 10 月号には、75 周年の記念として 1923 年 10 月 20 日に出版された創刊号の「創









































（６）2003 年 10 月号（同年第 19 号） 
2003 年 10 月は『中国青年』創刊 80 周年に当たる月である。第 19 号、およびその前後




第 18 号、第 19 号、第 20 号と三号にわたり記事を連載するというのは今までになかった











































7）2008 年 10 月号＝第 19 号 





















       
①1978 年第 10 号 ②1983 年第 10 号  ③1988 年第 10 号 ④1993 年 10 月号（第 10 号） 
 
 上に 1978 年、1983 年、1988 年のそれぞれ第 10 号の表紙を並べたが、これらのサンプ
ルから分かるように、1988 年までの表紙は、政治的符号（青年団の徽章及び青年団員とし
ての若者、軍人、「五四青年奨章」の徽章）が誌面全体を占めており、機関誌としての同誌
の性格がはっきりと現れている。一方、1993 年第 10 号の表紙は女性モデルの写真になっ



































































































































３－３－１ 2003 年改版までの微調整 
そういった状況の中で、五つ目のサンプルである 1998 年第 10 号と六つ目のサンプルの









モチーフは、1998 年第 3 号から第 12 号までの「主要内容の紹介」ページの上のスペース
に印刷された「『中国青年』を読み、人間の正道を歩む」との言葉であった。その後の 2001
年第 13 号から「青年の生存状態に注目し、青年の人生の需要に服務する」という言葉が
登場した。そして 2002 年第 14 号からは、「奮闘によって運命が変えられる。夢があるか
らこそあなたは特別な存在」が掲載されるようになった。 
 
















































その後、「青年中国に注目し、中国の青年に注目する」（2000 年第 5 号より）「青年の生
存状態に注目し、青年の人生の需要に服務する」（2001 年第 13 号より）などの宣伝フレ
ーズが登場したが、市場経済が社会の各領域に浸透してゆく中で『中国青年』も少しずつ
「正しさ」の代表という自意識から離れ、現状肯定の立場を強めて市場経済を生きている













３－４ 「先駆者」や「リーダー」、「奮闘」の結果の重視--2008 年の第 3 回改版 



































































































































































































































































1980 1309 900 409 900 
1981 1125 820 305 1720 
1982 969 665 304 2385 
1983 899.3 628.3 271 3013 
1984 957.5 721.5 236 3734.8 

































































































































































た。1976 年 10 月 6 日に「四人組」が逮捕され、10 年間続いた文化大革命に終止符が打たれた。
1977 年 8 月に共産党第 11 回大会が開かれ、「今世紀末にわが国を現代化の実現された社会主
義強国に建設する」と新たな政治方針が打ち出された。その後 1978 年 12 月 18 日～22 日に、















                                                   
36 『中国青年』1983 年第 10 号ｐ7、「陸定一同志による『中国青年』雑誌への祝辞」  



































を挙げると、1978 年第 3 号に掲載された中国共産主義青年団第 10 回代表大会の報告書、「偉
大なる新長征のために青春を貢献しよう」では、「わが国を社会主義の現代化強国に建設するた



























































































































                                                   




題して、４ページの紙幅で若者の感想文章 21 通が掲載された。 
41 その続きとして、1979 年第 8 号では、「李慰萱の道を歩み、四つの現代化のために奮闘して独学しよう―

















































（1981 年第 11－12 合併号、「あなたの人生を引張って」との記事の挿絵）  
 






























   待業は、相変わらず重大で解決を急がないといけない問題である。  






































































1978 年には、「四つの現代化」関係の宣伝画が 2 枚あった。1 号の表紙「華主席と共に新た




        
（1978 年第１号表紙「華主席と共に新たな長征を」）（1978 年第 2 号表紙「わが青春を新たな長征
に捧げよう」）  
 
これ以外に、第 1 号の裏表紙 4 には、「科学の高峰を登っている勇敢な同志に捧げる」と題
して、雪山の中を人々が駆け上がっているという趣旨の絵が掲載された。  
 
（1978 年 1 月号裏表紙４「科学の高峰を登っている勇敢な同志に捧げる」）  
 




     
（1979 年第 2 号裏表紙 2、3 「新長征の途中の若者たち」）  
 
1979 年には、3 枚の宣伝画が表紙に使われていた。2 月号は「未来はわれわれに属する」、5
月号は「歴史を受け継いで未来を切り開こう」、7 月は「科学の春」と題している宣伝画であっ
たが、勉強している若者、科学技術の符号がその中に嵌められていた。  
            
（1979 年第 2 号表紙）    （1979 年第 5 号表紙）     （1979 年第 7 号表紙）  
 




      
（1979 年第 1 号の裏表紙 2、3「農業の現代化に向かって前進せよ」）  
 













       




     
（1979 年第 2 号裏表紙「新しい塔が立ち上がった」）（1979 年第 11 号裏表紙 2「新曲を作る」）  
 
1979 年第 2 号裏表紙 2 の絵「新しい塔がまた立ちあがった」では、溶接工員の若い女性が
仕事道具を持って梯子を上っている絵、1979 年第 11 号の裏表紙 2 には、高い建物、科学技術
の符号が散りばめた背景に若い女性がメモをしている光景の、「新しい曲を作る」と題している
絵が掲載された。 
1980 年には宣伝画そのものではないが、主題先行という意味で 1 月号と 2 月の彫刻を取り
上げる。第 1 号の彫刻は「知識・力量」、第 2 号の彫刻は「2000 年に向かって」と題している。 
 
        
（1980 年第 1 号表紙「知識・力量」） （1980 年第 2 号表紙「2000 年に向かって」）  
 
また、1980 年第 1 号の裏表紙 2 には、「モールスと電報」と題する電報の発明者マルスが電
報を発明した過程に関する漫画、同号裏表紙 4 には、「光の娘さん」という科学普及物語の漫
画が掲載され、科学者が光の特徴や役割を研究して征服して、やがては二人が結婚しレザーを





   
（左からそれぞれ、1980 年第 1 号裏表紙「モールスと電報」、同号裏表紙「光の娘さん」、第 2
号の裏表紙「爆発されても死なない人」となる）  
 




めている。1981 年 20 号の裏表紙 2 には、若者が本を読んでいる光景の切り絵が掲載された。 
 
         




    
（1981 年第 13 号表紙）   （1981 年第 20 号裏表紙）  
 
1982 年第 12 号の表紙は宣伝画「新局面を切り開く突撃手になる」である。  
1983 年第 6 号は宣伝画「青春」と題している。また、裏表紙で言うと、1983 年第 2 号裏表




いている。12 号の裏表紙 4 には、「進取の世代」と題して、若い男性と女性が教室らしき場所
で聴講している様子を描いている。  
 
    




    
（1983 年第 2 号裏表紙）     （1983 年 3 月号の裏表紙の写真、「探求」、「飢」）  
 
       
（1983 年第 10 号の裏表紙４）       （1983 年第 12 号の裏表紙４）            
 
1984 年の表紙には全部写真を使用しており、宣伝画は見られなかったが、裏表紙には次のよ
うな情報があった。第 1 号裏表紙 2 には、「志の持ち主」と題して、若い身障者の女性が図書
館らしき場所で読書している様子が描かれている。第 4 号の裏表紙 4 には、「学習を進める篇」
と題して、詩作と読書している女性の絵が掲載されている。第 9 号の裏表紙４には、「青春－
華」と題して、若い工員が働いていたり勉強していたりする写真が一組掲載された。  
         





1984 年 8 月から、裏表紙 3 は、初めて広告を掲載されたが、その後写真や宣伝画よりも広
告の掲載が増えた。 
 













表 5－2 1978－1984 年『中国青年』表紙に特定の職業を表した登場人物  
年 登場回数  職業の内容  
1979 年  5 農民、労働者、兵士、少数民族、スポーツ選手  
1980 年  3 彫刻の工員、兵士、木を切る工員  
1981 年  6 顕微鏡で観察中の女性技術者、女性電話交換手、男性の汽車運  
転手、兵士 2 回、女性車掌 
1982 年  3 ゴム林の女性工員、鉄鋼工場の工員、軍人作家  
1983 年  6 紡績の女性工員、スポーツ選手、航空学校の学員、兵隊さん、
羊飼いの労働模範  




は、単独の女性が登場し始めた。1980 年には第 9 号、第 11 号、第 12 号、1981 年には第 20
号、1982 年には第 11 月号、1983 年には第７号、1984 年には第 12 号に無名の女性を掲載し
た。写真を見ると分かるように、ここでアピールしようとする女性の美としては、女性のセク
シュアリティ的な魅力よりも、純真、青春をアピールするような女性像であった。また、特に




下記の写真は、1980 年雑誌の表紙に登場した女性。左からそれぞれ、1980 年 9 月号「ダンサー」、
1980 年 11 号「漁師の娘さん」、1980 年 12 月号「憧れ」となる。  
113 
 
         
 
下記の写真は、1983 年第 7 号の表紙に登場したグループの女性像である。 
 




       
 
この傾向は、1985 年まで続いた。 
下記の写真は、左からそれぞれ 1985 年第 2 号表紙、1985 年第 10 号表紙、1985 年第 12 号
表紙となる。 
1985 年第 2 号の女性は、画用紙を背負って写生に行くような姿であり、1985 年 10 月表紙
の女性は公園の一角の石に座り読書している姿であった。  




























るコラム、4 独学に関するコラムに分けて紹介する。  
 
１「小発明」に関するコラム 
 「小発明」コラムは、1981 年第 9 号に始まり、1984 年まで続いたコラムである。 









































































この後、「小発明」関係のコラムは、名前を変えながらも、1981 年第 9 号から 1984 年まで
続いていた。四つの段階に分けみてみよう。  
 
（１）「小発明」活動の発起――1981 年 9 月から  
1981 年第 9 号、第 10 号、第 13 号、第 14 号にそれぞれ小発明 8 つ、4 つ、2 つ、2 つが紹
介されたうえで、第 13 号では当コラムに関する原稿募集の編集者メッセージに読者の感想や
要望等 6 通が掲載された。 





いう中国の事例 3 つ、計 8 つの小発明を紹介した。 
第 10 号では、「折りたたみの出来る日焼け防止の帽子」「無駄の減る紡績工場」「糖尿病患者
でも食べられるキリシトール配合のミルクキャンディ」「扇子型の多層道具箱」など、北京市の



























その後の第 14 号の「小発明は誰でもできる」コラムでは、小発明の事例 2 つ「服のポケッ
トに入るアルコール式のコンロ」、「折りたたみの出来る食卓カバー」を紹介した。 
 







このシリーズは、その後計 16 回の連載となり、1982 年の一年を通して継続的に掲載された42。 
                                                   
42 それぞれ以下の内容になっている：「欠点列挙発明法――創造発明講座その二」（同年第 19 号）、「成功まで
の 7 つの要素――創造発明講座その三」（同年第 20 号）、「はっきりとした目標を――創造発明講座その四」（同
年第 23－24 合併号）、「発明の目標を分析すべきである――創造発明講座その五」（1982 年第 2 号）、「同類の
物事の中からルールを見つける――創造発明講座その六」（1982 年第 3 号）、「人のものから知恵を借りる――
創造発明講座その七」（同年第 4 号）、「変化によって発明が生まれる――創造発明講座その八」（同年第 5 号）、
「代用品を探す――創造発明講座その九」（同年第 6 号）、「新しい用途を見つける――創造発明講座その十」
（同年第 7 号）、「新しい製品からルールを見つける――創造発明講座その十一」（同年第 8 号）、「反対面から
真理を見つける――創造発明講座その十二」（同年第 9 号）、「アイディアが多ければ多いほど、成功するのも
速い――創造発明講座その十三」（同年第 10 号）、「消極的な判断と積極的な判断――創造発明講座その十四」
（同年第 10 号）、「発明は経済的収益を重要視すべきである――創造発明講座その十五」（同年第 11 号）、「完
118 
 

















械画刊』に掲載された小発明の発想に関するユーモア溢れる絵を 10 点紹介した。 
これ以降、第 19 号の「小発明は誰でも出来る」コラムに小発明 1 つ、20 号に小発明 1 つ、
23－24 合併号の「科学・幻想・ユーモア」コラムに 6 つ掲載された。 
 




   
                                                                                                                                                                    
























ルクの配達車」など 6 つのアイディアを紹介した。 
 このように、1981 年第 17－18 号の集中的な宣伝によって、小発明活動は一段と増強された。 
 
（３）「小発明コンテスト」の開催――1982 年 1 月～1982 年 12 月 
この延長線上において、1982 年 1 月から 12 月まで、「小発明コンテスト」が行われた。  
1982 年から、『中国青年』雑誌社と共産主義青年団中央青工部との共催で、具体的には軽工
業の青年を対象に「小発明コンテスト」が行われた。このことが 1982 年第 1 号の『中国青年』
で大々的に宣伝された。 
                                                   























































 前年度の 1982 年では、全国規模で「小発明コンテスト」が行われたが、募集自体が 1982




1983 年第 2 号の同コラムでは、「小発明の音頭取り」では、山西省雁北地域青年団委員会の




















テスト授賞項目」では、一等賞の 30 点、二等賞 60 点、三等賞 90 点、記念賞 180 点（略）と
紹介され、「全国青年小発明活動先進団体」27 個の企業、機関の青年団組織が表彰された。  
 このようにして、「青年小発明コンテスト」そのものが終了した。 
その後、1983 年第 6 号～12 号では小発明関係のコラムが一時なくなったが、1984 年の 1 月






























た結果を表 5－2 にまとめた。表 5－2 の整理を通して、科学関係のコラムの変化が伺える。  
まずは数の変化であるが、1978 年から 1981 年の間においては、科学関係の内容が集中して
いた時代であったが、前節で見られるように、1981～1983 年に「小発明」関係のコラムが増
えたことにより、科学関係のコラムが減少した。1981 年 17－18 合併号では、科学コラムと「小
発明」コラムとの兼ね合いについて「今後の『科学・幻想・ユーモア』コラムでは、奇想天外
                                                   
45 1984 年第 1 号「発明のアイディアを見つけるための良い方法」では、小発明コンテストで一等賞の受賞者  
の経験紹介、「お年寄り用の多用途車」、「多用途の荷物用のリュックサック」の発明事例 2 つを紹介した。
また第 2 号では、「青年発明者の知己」では、ハルピン市の青年小発明協会や、「便利なアルミの鍋蓋」「ア















れたスペースとなった。1984 年の 7 月号から、版面の調整が行われたことにより、科学コラ






1978 年から 1981 年まで続いて、計 17 話掲載された「科学・幻想・ユーモア」は、現在で
は解決できない課題が未来において科学の力を借りればたやすく解決するというシナリオが多


















                                                   
























































第 10 号では、「1940 年にアメリカで起こった橋の墜落事故の理由」、「時計が合っているか
どうか」、という二つのタイトルがあった。 
 























1979 年第 10 号から不定期的に登場する「衛生と健康」では、騒音の被害やプラスチックの
製品は安全かなどのテーマを扱い、人々が日常生活で出会う疑問に答える等の内容が多かった。
その後 1981 年 8 月から始まった「郷村クラブ」コラムでは、農村で正確な科学知識を利用し
て天気の予測をしたり、家畜を飼ったり作物を栽培することを紹介したが、似たようなコラム
は 1982 年第 2 号に始まった「農村科学技術所」、1983 年 1 月に始まり不定期的に掲載する「サ






娯楽のための科学としては、1979 年第 8 号「科学知識集合」コラムがあったが、その後、













「学習指導」（1978 年第 4 号、1979 年第 1、5 号） 
「生活の中のロジック」（1980 年第 5、6、7、8、11 号） 
「あなたがもっと聡明になるように」（1980 年第 6、7、8、10 号） 







① 「学習指導」コラム（1978 年第 4 号、1979 年第 1 号） 
1978 年第 4 号「記憶について話そう」では、記憶の科学的原理を説明し記憶の効果を強め
る方法を、記憶の目的を明確にするなど四つ紹介した。1979 年第 1 号「基礎を良く固め、少
しずつ前進しよう」では、知識の学習にとって基礎をしっかり固めることの重要性を強調し、
どのようにすれば基礎を固めることができるかの方法を、基礎知識をしっかり把握するなど四




②「生活の中の論理学」コラム（1980 年第 5、6、7、9、11 号） 















   本号から、論理学に関する分かりやすい文章を連載する。  
 
これ以降、当コラムは計 5 回の連載にわたって、論理学の知識について紹介した48。 
 
② 「あなたがより聡明になるように」コラム（1980 年第 6、7、8、10 号） 
このコラムは 1980 年第 6 号から始まり、続きには第 7 号、第 8 号、第 10 号があり、計 4

















                                                   















④「科学史と弁証法」コラム（1979 年第 2 号、第 5 号） 






















文学創作については、1979 年から 1980 年に続いていた連載「創作方法漫談」があり、計 5
回掲載されていた（1979 年第 8、12 号；1980 年第 2、7、9 号）。また、1981 年には「青年作
家が創作について話す」コラムが開設され、計 6 回掲載された（1981 年第 3、7、9、10、11
－12、18 号）。文学の知識については、1982 年に「文学名著の紹介」コラムがあり、計 8 回の
連載があった（1982 年第 2、3、8、9、11、12 号；1983 年第 1、3 号）。同時に「古典の詩と
詞の鑑賞」コラムも始まり、計 3 回続いていた（1982 年第 2、3、8 号）。 
それ以外にも、美学について解説するコラム「美学通信」（1980 年第 5、6、7、8 号掲載）、
欧米の哲学については「西学一瞥」コラム（1981 年第 21 号、1982 年第 2、3 号掲載）があっ
た。 
「新学科紹介」では、「ソフト科学」（1981 年第 2 号）、「生物力学」（1981 年第 4 号）が紹
介された。 
「新学派を創設した人」1981 年第 11－12 号の「ダーウィン学説に挑戦しよう」では、社会
生物学派や非ダーウィン主義進化論について紹介した。1982 年第 2 号「地質学のロマン詩人」






















1979 年第 8 号「学習方法を研究し、三つのポイントを掴む――ある中学生への返事」では、











1979 年第 10 号「学者とカード」では、中国有名な歴史学者呉晗について語り、価値のある
資料を見つけると読書カードを作っていたとの呉氏の勉強法を紹介した。  










た、一等賞 6 本、二等賞 11 本の調査報告のタイトル、著者、性別、年齢及び勤め先を公表し
た。 







学に近いものであり、長く続いていると創造性が生まれる  と三つの点から説明した。 
 
②大学受験に関する内容 
1979 年第 5 号「青年レターボックス」コラムでは、「大学受験の志願表をどのように記入す
ればいいか」が掲載された。1979 年第 6 号には「どのようにすれば、試験で本当の能力を発
揮できるか」が掲載された。 


















これ以外、1980 年第 4 号、「大学受験前に復習について話そう」「試験問題の吟味について
漫談しよう」 、1981 年第 7 号「大学受験補修」コラムの「今年の大学受験に当たって国語の




1979 年第 5 号ｐ21「時間は命より大事」、「自分に勝つ」、1981 年第 13 号「人生の価値と時
































この時期、独学に関する内容が多く、特に「独学の友」コラムが 1979 年から 1984 年まで続










③ 国内外の有名人が独学で人材になられた物語」を発表し、若者を励ます。  





                                                   




































また 1980 年第 9 号の「独学の友」コラムは、大学に入れなくて独学を始めたが、「何を勉強
しても長続き」はしないと言う読者の悩みが掲載された。  
 
投書 5－3 タイトルなし（1980 年第 9 号）  
編集者の方：  













                                解放軍某部 曹献玉より  
 










が、3 年後の現在では、20 万字の書籍がほぼ完成しているという自分の独学の経験を紹介した。 
  
1980 年第 11 号には、「労力をかけたのに、なぜいつも失敗するのか」では、江蘇省の読者・
梁辛氏の投書に答えた。 
 















































































































1981 年 11－12 号「命の縄を強く引張って」では、江蘇省建湖県の農民、中学卒の学歴しか
ない皋宇飙氏が農業の労働にしながら、大学哲学専攻の内容と英語、日本語、ロシア語を自分







1981 年第 16 号「ペーパーカンパニー――重慶市アマチュア技術資料サービスネットワーク
陳鋼にインタビューして」では、小学校卒の学歴しかない、鳥とアヒルの加工工場で働いてい
たが、外国の資料検索、翻訳を独学で勉強して、1980 年 12 月に資料サービスの会社を創立し、
全国的な会議「全国技術資料情報検索会議」にも出席した陳鋼氏を紹介した。  
































独学を始めたころ、私は計算した。大学生の場合、毎日 6 時限（１時限 45 分とする）の授
業、5 時限の自習をするとしたら、毎日 8 時間勉強することになる。場合によっては 10 時間勉
強する。一年間を 40 週間とし（冬休みと夏休み、その他のイベントを除けば）、毎週を 6 日と








私は厳格な勉強計画を作った。平日は毎日 6 時間、休みの日は 8～10 時間勉強するとして、
毎日必ず完成しなければならなく、一分たりとも無駄にしないと。何年も何年も、この計画を
厳しく実行してきた。仕事が昼の番の場合、午後 6 時から 12 時まで勉強する。仕事が中の番












 ぼくは独学を始めて現在に至るまで、20 数年たった。7 年間の間に、大学の課目 25 個を独
















































1982 年第 10 号「篆刻を独学しての感想」では、読者の左太行氏は自分が篆刻を独学した経
験を話した。 





























































































































































































































                                                   
51 『中国青年』1978 年第 1 号ｐ28～29、第 2 号ｐ22~25、第 3 号ｐ44～50、第 4 号ｐ20～23。 























































 この見方は、国家イデオロギーによる解釈の、1980 年代初頭までの基本的なスタンスである。 
















































































































 その後、「人生の意義はいったい何であるか」コラムでは、1980 年第 6 号では 5 本、1980
年第 7 号では 12 本、第 8 号では 9 本、第 9 号では 10 本、第 10 号では 9 本、第 11 号では 8
本、第 12 号は 5 本というふうに、計 58 本の文章が掲載された。1981 年に入ってからも、第 1
号では関係報告 2 本（潘暁が全国各地から贈呈されたプレゼントを小学校に寄付した）、第 2





















































































                                                   



















































                                                   






















































































                                                   










































                                                   

























































































                                                   





































































































































































































                               湖南 易興華より  



















































                                        浙江呉興 彭永兵より  


































































































                                                   
60 雑誌原文では投書者の名前が匿名となっている。  


















































































































































































































































































































































































































































































































































































    ◎学校からの最も大きな要望は、より多くの生徒が大学受験で合格すること。  























    ◎大学に入るのが「金のご飯茶碗」を手に入れる。親の代わりに就職するのが「鉄のご飯
茶碗」。私には親の代わりに仕事に就くことはないので、もし大学には入れない場合、
どうすればよいのだろうか。将来のことを考えると不安だ。  
    ◎大学には入れなくて「待業青年」となった場合、周りからのプレッシャーは青春の炎を
消してしまい、心を凍らせてしまうほど強いものがある。みんなにとやかく言われるの
が必至だ。  





























































                                                   















































                                                   
661981 年第 23 号高校で副校長をしている関宝珍氏による文章。  





















































































                                                   
68 1981 年第 22 号同コラム掲載、重点高校北京第 8 中高一貫学校の教師王魯軍氏の文章、「進学率が一つの
学校を評価する唯一の基準となっている」より。  































































































































































（1978 年第 1 号）  
編集者同志  





                                     魏暁明より  
 
投書 5－27「船でコックをしていますが、美術を勉強してで将来を切り開こうと思っています。う



















                              




























































     
投書 5－30「映画女優になりたいな」（1982 年第 1 号）  
編集者同志  










                                  湖南桃源 高衝より  



































年第 5 号「難題征答」では、小説家になりたがる夫のことで悩む女性の投書があった。  
 
投書 5－31「夫がどうしても小説家になりたくて……私はどうすればいいのか」  
（1982 年第 3 号）  
編集同志  
恋愛は甘くて、結婚生活は幸せなものですとよく耳にします。しかし、私が体験した    
のは尽きない苦い味でした。 

















































                                 陕西省勉県 白蛾より  
 























① 本職と独学との兼ね合いによる悩み  






























                                    北京 李力より  
 












投書 5－35 「白専（政治に関心がなく、専門知識ばかり持っている）の帽子が怖い」  










































② 余暇の勉強と本職との両立の困難  
 青年工員にとって、独学と仕事を両立しようとした際に、勤め先のサポートが重要であるこ
とが上記の投書で確認できた。それ以外に、若者本人の中にも葛藤が生じる場合がある。1981
年第 16 号に掲載された以下の投書を見てみよう。  
 
投書 5－37 「余暇の趣味と本職が衝突しています。どうすればよいのだろうか」  
（1981 年第 16 号）  














































































                               蘭化有機場 李浩虹より  




































































































   
 その後、1981 年第 16 号から、嫉妬という主題について、「なぜ先進分子は孤立されたり打
撃を受けたりするのか」というタイトルの問題討論が組まれた。1981 年 16 号から、19 号、20
号、21 号、22 号、23 号とのように、6 号の雑誌を通して、半年以上の時間をかけて議論が行
われた。 






































   私たちは考えるべきだ。 
先進分子の思想や行為は、本当は大多数の人民の根本的な利益を反映するものであるのに、
一部では周囲の人間と直接的な利害の衝突が起きている。これはどうしてだろうか。  
















   この問題を読者のみなさんに打ち明け、一緒に考えて、議論しよう。 
 
1981 年第 16 号では、この「編集者メッセージ」に続き、8 本の文章を掲載し、先進人物




























                                                   


































































よって恋愛や結婚の場面において逆に不利をこうむることであった。1982 年第 9 号の「難題
への回答」コラムに掲載された次の投書を見てみよう。  
 
投書 5－41「女性ですが、仕事への向上心が強くあります。これは良くないことでしょうか」  






































































1984 年第 12 号にも、同じ悩みの投書があった。  
 
投書 5-42 「『女強人』の出口はどこにあるのか」（1984 年第 12 号）  
わたしは強がりの女性です。学校に行っていた頃、成績はいつもトップでした。下郷した 2
年間は、毎年「先進知識青年」に表彰されました。 
1977 年 9 月に、文化大革命以降に行われた一回目の大学受験に参加しましたが、成績も健
康診断も合格だったのに、下ろされてしまい、大学に行けたのがわたしではなく別の人でした。
























































































投書 5－43 の回答  











































































投書 5－45「大学卒業生の仕事の配属を邪魔しないでください」（1982 年第 6 号）  
編集者同志  
僕は鄭州大学物理学部無線専攻の 1981 年の卒業生であり、今年 25 歳で、共青団員です。
卒業時には、大学は、国家の配属政策と私の状況を見て、優秀なものだと認められ河南省放送














































































































































のことはもう愛していない……」（1983 年第 6 号）。1983 年第 9 号より「あなたは自己分析で
きますか」コラムが設けられた。4 つ目は、恋愛・結婚の問題に対して専門家の意見をもって
誘導する記事である。1984 年第 12 号「大男大女（婚期を逸した物を指す言葉）は要領よく、










1978 年 10 月の復刊号に掲載された「青年の恋愛・結婚問題に関心を持ちましょう」の次に、




































































うな記事は、「この炭坑工員が好きになった」（1979 年第 4 号）、「特別な愛情」（1979 年第 11
号）、「あなたという兵隊さんが好きになったの」（1980 年第 3 号）、「歩哨での結婚式」（1981
年第 11－12 合併号）、「お見合いで断られたお婿さん」（1981 年第 19 号）、「若い娘の心」（1982
年第 10 号）、「妻」（1983 年第 7 号）などがある。 
 
（４）恋愛・結婚に関する投書の内容紹介  
この時期に掲載された恋愛・結婚に関する投書はその主題から概ね次の 5 種類に分類される。 
 
①恋愛・結婚に関する近代科学知識や結婚に関する法律の普及  
例えば「干支が相克だから結婚できないというのが本当なのか」（1979 年第 6 号）、「晩婚に
晩育だと難産になりやすいか」（1979 年第 12 号）、「既に恋心の通じたいとこ同士は結婚でき
るのか」（1980 年第 2 号）、「恋愛関係が中断した場合、金銭や贈り物に起因する揉め事はどう
すればいいか」（1981 年第 13 号）、「私たちの婚姻関係は有効なのか」（1982 年第 2 号）、「占
いで言われた結婚の先行きって、信じられるものなのか」（1983 年第 8 号）、「このように夫婦






ない頃で、70 年末 80 年代初頭の中国社会では男女の付き合いというのは敏感な領域であった。
そのため、男女の問題で噂をされると、当事者、特に女性の名誉にとりわけ重大な傷となる。






言い、若者同士の正常な付き合いをサポートしようと呼びかけた。1982 年第 3 号には、「一通
の手紙からきた悩み」でも、新しくきた若い男性の同僚の振る舞いを正そうとして手紙を渡し
たが「男女の仲」があるのではないかと噂され悩む女性の投書があった。  




「女性の合法的権益」は守られるべきだと呼びかけた。1984 年第 3 号には、「女性青年の名誉
を守ろう」と題する特集が組まれ、男女関係で汚点があると噂され被害を受けている女性の投










 「封建的専制主義」を批判し、結婚や恋愛における若者の権益への保護は、1980 年 9 月 10
日公布 1981 年 1 月 1 日に施行された改正婚姻法によってよりいっそう強化された。新婚姻法
の施行に合わせて『中国青年』は 1981 年第 1 号に「結婚は自分の意志で自主的に決める」と
の文章が掲載され、「幸せな家庭を作るには、自分たちの合法的な権利をしっかりと守り、若者
は勇敢に結婚の自由のために戦うべきだ」と呼びかけた。  
 その後もこの類の内容が掲載された。1981 年第 22 号では、「青年の婚姻自主権を守る」と
題する文章では、事実の調査記録と共に、自由恋愛が両親に許されずいろいろ苦しめられたた
め自殺した農村の女性に関する投書があった。1982 年第 2 号から、「この結婚は親の意見に従
うべきか」と題する大討論が行われ、1982 年第 4 号、第 5 号、第 7 号と連続 4 回して続いた。
1982 年に「自分の気持ちに背いて結婚の約束をした後に」では、売買婚を承諾したが本心では
悩んでいる女性の投書があった。1983 年第 2 号にも「積極的な態度で封建的な勢力の干渉を
振り切ろう」との特集が組まれて、評論と共に、迷信などで結婚の自由が干渉されたという読






女で苦しんでいる僕」などであった。「雲に蔽われている結婚」（1984 年第 4 号）、「交換婚に






1982 年第 2 号「私の心の中の秘密」 
1982 年第 4 号「彼らは『心の中の秘密』について交流している」 
1982 年第 8 号「心の中の秘密はどのように生まれたのか――思春期の生理と心理」 
1983 年第 9 号「私はどうして『結婚』に対して反感を持っているか」 





1981 年第 8 号「農村にも婚姻紹介所を設けてほしい」  
1982 年第 3 号「黄金よりも知己を見つけるのが難しい」  
1984 年第 3 号「若い女性たちよ、まじめに仕事をしている人間を忘れないでよ」  
 
恋愛のノウハウ： 
1982 年第 3 号「心の中の愛を告白すべきか」  
1980 年第 1 号「同時に二人の人に恋をしてしまった。どうすればいいのかしら」  
1980 年第 12 号「恋愛するときに相手に試練を与える必要があるか」  
1981 年第 16 号「恋愛には『手腕』が必要なのか」 
1983 年第 1 号「好きでもない女性とこのまま結婚してしまうのか」  
1983 年第 7 号「元彼氏が力尽くで私と体の関係を持ってしまった。もう彼と結婚するし
かないのでしょうか」 
1984 年第 1 号「（親密な接触を断ったが、それで振られてしまった。）私の考えが頑固な
のか、それとも彼のほうが不道徳なのか」  
1984 年第 2 号「彼女は死をもって僕に求愛してきたが」  
1984 年第 2 号「どのようにすれば元の恋人とよりを戻せるのか」 
1984 年第 3 号「噂によって愛が流されてしまわないように」  
1984 年第 8 号「彼はよく昔の恋人のことを口にしている」  
1984 年第 11 号「婚約をした彼女とは全く気持ちが通じず、知らない人間同士のようです」 







1979 年第 8 号「失恋した場合、どうすればいいか」  




1980 年第 12 号「このような結婚生活、維持する方法があるか」  
1982 年第 7 号「遠距離で暮らしています。どのようにすれば夫婦の愛を深めることが出
来るか」 
1983 年第 6 号「夫のことはもう愛していない。好きな人ができてしまった。どのように
すればいいでしょうか」 
1983 年第 8 号「妻は怒りっぽい人。ぼくはどうすればいいのか」  
1984 年第 12 号「どのようにすれば夫から解放されるのか」 





1982 年第 11 号「少年書道家の本性はこれだった」  


























































































② 都市部での職業を持つかどうかを重視する農村の若者  
戸籍が農村か都市かという出身以外に、職業などの物質的な条件も恋愛相手を選ぶ際の重要

























                                   甘粛省 碧竹より  
 




                                                   
77 地元の番外記者を指す。  













































                                                   









































                                                   






























① 「一般の労働者」と「幹部家庭」との社会的隔たり  
投書 5－51「私たちの結婚はどうして自分たちで決められないのか」（1981 年第 9 号）  
編集者同士  






































                        石炭井鉱務局農場学校  房永玲より                                 



















投書 5－52「前に進めず、後ろにも後退できず、私はどうすればいいのか」（1982 年第 11 号）  
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題であった。1982 年第 2 号から、「みんなで話そう」コラムに「この結婚は親の意見に従うべ
きか」と題する大討論が行われ、1982 年第 4 号、第 5 号、第 7 号と連続 4 回して続いた。大
討論は娘の結婚で悩んでいる母親のからの一通の投書で始まっている。  
 
投書 5－53「この結婚は親の意見に従うべきか」（1982 年第 2 号） 
編集者同志  
 私は今、非常に焦っている気持ちでこのことをあなたたちにお話ししています。  
   私の娘は今年で 25 歳で、4 年前中学校で教師をしていた時に、ある男性と付き合い始めて、
その時からお互いに対する気持ちがかなり燃えていたそうです。彼らの恋愛関係に対して、私
もお父さんも最初から固く反対しています。私たちの理由は非常に十分なものです。この男は
今年で 36 歳で、うちの娘より 11 歳も年上です。こんなに離れている年齢の差異は、（この関
係に）大きな欠陥がないとは言えないでしょう。まあこれはまだ肝心な問題ではありません。


























明けた。続きの 1982 年第 4 号、第 7 号の編集者メッセージから、この話題は大きな反響を呼
223 
 
び、三月末には読者からの手紙 6300 通以上、6 月末には 7300 通以上届いたと書いてあるよう
に、この討論は当時の人々の関心を引いたものだと言えよう。討論は、1982 年第 2 号に始ま
り、第 4 号に読者の投書の寄せ集め 8 通と娘の女性による手紙、第 5 号には読者の投書 5 通、













































































                                友人 小孟より 
 



























投書 5－55 タイトルなし（1981 年第 20 号）  
編集同志  




























婚式を設けたいのかという点に集中した。1981 年第 23 号の投書では、次のような意見が述べ
られ、「人から低く見られたくない」との理由があった。  
 
投書 5－56 タイトルなし（1981 年第 23 号）  
編集同志  

























   これが私の理由です。 
   編集同志、あなたたちの意見を聞かせてください。  
                                 北京 程志山より  
 






























































第 1 節 1985 年～1991 年における社会経済変動 







































































   そのために、私どもは親愛なる読者に今号の「改革特集」を捧げる。 
    「改革特集」の内容は次の通りである。  











   改革の流れは、あなたを待っている。あなたを引き付けている。あなたを呼んでいる。  




































































                                                   


















































































                                                   
85 『中国青年』1984 年第 8 号、ｐ5～7 評価活動の主旨説明、評価委員会メンバー、評価方法、候補者推薦
表などが掲載された。  























































① 「企業家は当代中国の新しいパターンの英雄である」と企業家の価値を主張する。  

































                                                   
87 この 7 本のタイトルがそれぞれ、「あなたはハマー博士が好きですか」「交友関係の広いことを富とする」
「足ることを知らないものが常に楽しい」「成熟した青年とはどのような意味であるか」「二種類の知識の






































































































































































































































































                                                   
91「傲骨走天涯」1985 年第 2 号 p22-23;「你和運命」同号ｐ26－28 
















































































































観念変革の重要な内容の一つであった。「新青年新観念」コラムは、1984 年 12 月から 1986
年 12 号まで続いていたが、計 52 本（1984 年 8 本、1985 年 24 本、1986 年 20 本）の文章が
掲載された95。これらの文章は、社説、ドキュメンタリー、理論紹介などさまざまなジャンル



































































































                                                   
96 1987 年第 3 号「マルクス主義に力を貸し、青年に力を貸そう」；第 5 号「当代青年のマルクス主義の素質
を高めよう」；第 6 号「正しい思惟方式をどのように選択すべきか」；第 12 号「当代青年の価値観念の進化」。 
97 1987 年 1 月 28 日に、『ブルジョア階級自由化反対に関する若干問題の通知』が公布された。  
981987 年第 1－2 合併号「青年要站在反対資産階級自由化的前列」、「紀律是我们紀律是我们事業成功的保証」
「大學生与徳先生」；第 3 号「社会問題的対照和比較」；第 4 号「回顧思考希望」、「正確認識去冬今春以来的
政治形勢」「認清中国改革的政治方向」「青年学生的成長方向和成長道路」第 5 号「先向沃土扎深根」、「五四
寄語」；第 6 号「在少年児童思想教育座談会的講話」など。  











































































章が多数掲載された。第 8 号「建軍節」にちなんだ軍隊の健闘ぶりの文章一組、第 9 号「青年
の友人たちの疑問に答える」、第 10 号「青年に社会主義教育を怠らずに続けよう」、第 10 号建
国 40 周年にまつわる記念文章一組、第 11 号「本誌特別寄稿」の「理想教育はわれわれの長所
である」「青年の幹部は党性の修養を強めるべきである」、第 12 号「江沢民総書記は少年先鋒
隊について話す」「青年の党員への切実な期待」、1990 年第 1 号「マルクスレーニン主義――大
学生の理性的選択」などの政治教育の文章が多数掲載された。これらの文章では、社会主義と
党への忠誠が呼びかけられた。さらに、建国 40 周年の記念コラム「与共和国同命运」（1989





















まず 1990 年第 3 号～12 号まで連載された「国情と青年」コラムがあった。1990 年第 1 号
に「国情と青年に関する原稿募集」の知らせが掲載され、その後 1990 年第 3 号から第 7










     これらの問題は、青年の皆さんが最もよく考える問題であり、彼らの前途の選択とも密接な
関係を有する問題である。これらの問題について科学的な答えを出すには、一つ基本的な前提
が必要だ。それは、中国の昨日と今日について知り、中国の国情について知ることだ。  







                                                   






























するうえで、「実践」の観点を特別に強調した。1990 年第 3 号と第 4 号に「国内外の著名人 100














                                                   
102 1990 年第 3 号「われわれが持つべき国情の観念」、「今流行っている幾つかの『意識』に関する分析」  
103 1990 年第 4 号「社会主義・資本主義と中国の昨日、今日、明日」；第 5 号「社会主義：常緑の木、東に向
かって永遠に流れていく川」、「改革は社会主義制度の自我改善」  
104 「国内外の著名人 100 人の成功による示唆」は、『中国青年』と『中国青年報』、中国青年出版社三者で共
同で編集したものであり、雑誌と新聞で掲載された後は本として出版するものである。『中国青年』では第






















1990 年第 5 号の「五四運動を記念する」コラムには、「時代精神の松明を高く持ち上げよう」
との評論文章が掲載された。文章では、『上海青年報』と 20 箇所の大学によって主催された「私









                                                   
105 その背景には、1980 年代末から 1990 年代初頭までに続いていた経済の整理整頓による経済不振があり、
若者の就職難が社会問題となった。1990 年第 4 号「労働と就職：困難と希望」を参照。  
106 人生観シリーズの連載は、それぞれ下記のとおりになっている。  
1990 年第 3 号「社会的実践の中で個人の価値を実現する」  
1990 年第 4 号「この世界に正気を残そう」  
1990 年第 5 号「歴史からの嘱託を前にして」 
1990 年第 6 号「愛国主義の浩然たる正気を発揚しよう」 
1990 年第 7 号「知識人の人生の歌を描こう」 
1990 年第 8 号「集団主義を提唱し、個人主義に反対しよう」  









































































































  1985年第3号「社会人向け大学受験に関する回答」 
  1986年第3号「社会人向け大学受験の統一試験に緊張する必要がない」  
1987年第5号「大学受験のための復習の鍵をあげよう」   






























































































































































                                   山東省 鄭玉より  













   でも、僕は人生が楽しく過ごされるべきだと思っているし、歌うことも、絵を描くのも、自
然の多いところで遊ぶのも好きだ。自分（やほかのクラスメート）が勉強のことしか知らない
人間になってほしくない。 
































































   14歳。これはどんなに不思議な年だろう。わがクラスのみんなはそれぞれ自分の趣味を持っ
ていて、私も例外ではない。私は作文を書くのが好きで、読書も好きだ。授業以外の余暇の時

















































                             情けない弟の樹兵より  






















   僕は1980年卒業の高校生です。その年に大学受験で失敗しましたが、学校に戻って勉強を続
けました。情けないことに、5年経った今になっても、人をがっかりさせるような結果しか得
られませんでした。  





































































































                                                   
110この特集の文章「黄敏さんの日記」では、自分の好きな専攻が「社会的地位が低いから」との理由で両親

































































































その中で、『中国青年』雑誌では 1985 年第 2 号に「政策の問いと回答」コラムが設けられ、
「個人経済はどんな分野を含めているか」「個人経営の店の規模は、最大でどのぐらいだろうか」
「個人経営の店は、ほかの店との共同経営をしていいか」などの質問に答えた。また、「ペーパ












農村の若者が「専業戸112」になる道を模索することに関して、1985 年第 4 号に初めて投書















投書 6－16「どのようにすれば専業戸になれるだろうか」（1985 年第 4 号） 
                                                   
111 「個人経営と市場の予測」、1985 年第 2 号『中国青年』ｐ37 
112 養殖など特定の生産活動を行う農家。  
267 
 
   私は 20 歳になったばかりの青年なのに、人生で 2 回も大きな挫折をした経験があり、不幸
な人と言わざるを得ないかもしれません。でも、ポールや張海迪（重度の身障者）と比べれば、






























偉全の多種経営」など 3 本、第 7 号に「どのように商品の情報をつかむのか」「専業戸の戒め
るべきこと 5 つ、したいこととやるべきこと 5 つ」「季さんの豊かになった経験」など 3 本、
第 8 号に「契約書の使い方」、第 9 号に「豊かになるには、多くの苦労をしなくちゃ」「貧しい
人を助けて一緒に豊かになろう」など 3 本、計 9 本の投書が組まれた。そこでは、専業戸にな
るのに必要な条件や資質、自分が専業戸をやってきた経験、商品の情報を入手する方法、契約







投書 6－17「豊かになる道の途中に挫折にあった。どうすれば良いのだろうか」  
（1988 年第 7 号）  
編集同志  
   僕が二年間苦労して経営していた工場が、経営の不振で破産しました。今 4 万元の債務を背
負っています。今、新婚の妻が私のそばからいなくなりましたし、債権者の人たちが毎日のよ
うに来ます。行き詰まってしまった今、私はどのようにすれば良いでしょうか。 






て紹介する。1993 年第 1 号の「読者の廊下」コラムには、酒工場の経営に関する投書が寄せ
られた。 
 








                             甘粛省 潘久旺より  
  
 この投書への返答として、山東省広饶県東営酒工場長の韓瑞祥氏による経験談が掲載された。














                                                   






















また、1987 年第 1、2 合併号では、「どのようにすれば経済的に独立できるか」では、自分
の収入が全部母親に取り上げられることへの悩みが打ち明けられた。 
 
投書 6－19「どのようにすれば経済的に独立できるか」（1987 年第 1－2 合併号） 
編集同志  





   母はほかの面では良いお母さんです。ただお金への執着はすごいです。今は独身だから大丈
夫ですが、今後結婚したらこうはいかないでしょう。どのように対処すれば良いか分からなく
て、悩んでいます。アドバイスをください！  
                                    貴州 劉俊より  
 
さらには、友人関係における金銭の介入に関する投書も登場した。1992 年第 1 号には、軍
隊に入って一年足らずの新米の軍人から、班長が自分からお金を借りてから返さないのでどの
ようにすれば良いか悩んでいるという投書があった。  
また、豊かになりたい心理を利用した詐欺に関する投書も登場した。1988 年第 1 号には、「こ
のような金儲けの夢、してはいけない」との投書では、連鎖詐欺に遭いそうだったという自分
の経験が述べられた。 
                                                   
































企業幹部と技術者  2 
商業サービス業従事者  3 
民弁企業従事者  4 
農民 5 
労働者 6 
行政・事業単位幹部  7 
各種専門技術者  8 
大学生・大学院生 9 
中小学校の教師  10 
待業教師 11 






また、時期的に少しずれているが合わせて紹介しておくと、1992 年第 8 号に、「一人の主人
116の戸惑い」では、工場長が工員に黙ったまま管理職だけに多くの奨金を配ったことに関して、
不満を語った。 





























行政・事業単位の幹部  2 
各種専門技術者  3 
企業幹部と技術者  4 
中小学校の教員  5 
商業サービス業従事者  6 
労働者 7 










① 都市部で敬遠されると感じた肉体労働の職業  
都市部では、肉体労働者の社会的地位は依然として低かった。1986 年第 6 号に掲載された
石炭採掘専攻の大学生の悩みが掲載された。この投書の一部を紹介する。  
 



















































投書 6－22「自分で自分のことを大事にしよう」（1989 年第 7 号）  




















投書 6－23「びくびくして怖い。どうしたらいいか分からない！」（1989 年第 5 号）  
                                                   







































   二年余りの間、このように外圧と内部のプレッシャーで 100 人あまりの女の子が工場を離れ
た。 
   これからも２年あまりの時間が残っている。どのようにして耐え忍べばいいのだろうか。考
えるだけで怖いのだ。田舎に戻ろうか。いや、納得がいかない。ここに残ろうか。万が一を考
えたら怖い。私が気をつけているが、あの「ボーイフレンド」たちは、私の体をわれのものに
                                                   








                               遼寧省大連市 蘇暁梅より  
 
投書の女性は、都市部に残るためにセクハラの続いている仕事の環境に耐えている。この問





1992 年第 4 号には、大学受験で落ちて家政婦として都市部で働くようになった 17 歳の女の
子の投書があった119。 
 
投書 6－24「小さな家政婦の悩み」（1992 年第 4 号） 
大学受験、あの狭い道に私の大きな足が入れなくて、落ちてしまいました。がっかりしてつ
らかったです。  









   私はまだ 17 歳で、両親やクラスメートを離れたばかりで、もともと少しばかりのホームシ
ックになっていましたが、ご主人様の軽蔑するような目つきと閉じ込められっぱなしの生活を
思うと、世の中に捨てられたような気がして強い喪失感を覚えてしまいます。 




    でも、家政婦というもは（ほかの人がしていることと）同じ、仕事の一種類だ。私はほかの
人と同じように自分を奉献している。単にお金を稼ぐだけのため（にやっているの）ではない。
遠い故郷を離れて働きに来た「田舎娘」を理解してくれる人がいないのでしょうか。  
                                       劉莉より  
 
                                                   

























（1985 年第 10 号）  
編集同志  
   遠慮せずに言うと、毎日おしゃべりばかりして、暇があればトランプをしたりみんなで外食
をしたりする人たちと比べて、僕は抱負のある青年、志のある青年だと思います。  
      僕は平凡な一青年工員ですが、新聞や雑誌が立て続けて出している「時代の情報」を素早く
キャッチし、一生懸命勉強して、一生懸命時代に追いつこうとしています。 



































      めまぐるしく変化する時代の中で、志があるものだと自認する僕が、進むべき方向がなかな
か決まりません。これは悲劇の前奏曲となるでしょうか、壮大な劇の序幕となるでしょうか。 











投書 6－26「フカヒレ、熊の手、玉兎、全部に手に入れることができるか」（1989 年第 5 号）  
編集同志、  





学創作を練習して作家になります。5 年以内でこの目標を実現したいです。  
   編集同志、フカヒレと熊の手、玉兎を同時に手に入れることが僕にできるでしょうか。  
















投書 6－27「人材になるより、儲けるほうが良いのか」（1985 年第 5 号）  
編集同志  




















悩む投書であった。これに対して『中国青年』はその後 4 号に渡って、計 17 本の読者投書、
個人経営の代表や中学校教師、新聞記者を招いた対談の記録 1 本を掲載してこの問題について
討論を行った121。 
                                                   
121 1985 年第 6 号「お金儲けより人材になるほうがいい」、「上の世代のわびしい暮らしと私の困惑」、「生徒







































                                                                                                                                                                    
も大事だし、人材になるのも良い」「若者が人材になるための条件作りをすべきだ」「人材になることより、
当然金儲けのほうが断然と良い」；1985 年第 8 号「軍人の話」、「人材と金儲けに関して」、「それぞれの才
能に見合う道を」、「人材になることと金儲けについて話す」；1985 年第 9 号「人材が金儲けする日がいつ
か必ず来る」、「深センの青年は、金儲けしたあとに人材になりたいと望んでいる」、「人材になったことを
祝う」 「考える鍵を見つけよう」「人材になることと金儲けに関する新しい認識」。  





























   今年の春節は、僕が就職してからの初めての春節だった。いつものように、親戚や友人に会
うためのタバコを買った。昔いつも買っていた 5 角一箱「大前門」ブランドから 5 角 9 銭の「白
金龍」に昇格した。なのに、鞄を開けたときに、父は真面目にこのように言った。「このよう
なタバコ、出さないほうがいいよ。じゃないと笑われるから」と。  




      僕のあの友人たちは、普通の工員や農民だ。彼らの前でさえ肩身が狭く感じる。「万元戸」
と比べると、私たちの「知識人家庭」はもう立つ場所がないのではないのか。 
   もちろん、人材はいろいろな種類がある。金儲けのできる人も人材だ認めないといけない。
でも彼らの中の一部の人は、一年か数年で「儲かる」のに、私たちのような「書生型」の人材
は、二つの世代続けて頑張っているのに、なかなか儲からないのかな。  













































                                                   
















投書 6－30「読書≠人材」（1988 年第 8 号）  
編集同志  
       家庭の不幸により、僕は一般の子どもより早く社会に出て働くようになった。学校を離れま
したが、知識への探究心がまだ強くあります。  
   仕事以外の余暇の時間は、全部読書に使っています。読書を通じて、幼稚で単純な自分の心
にオアシスを残しておきたいと思っています。  
    しかし、悲しいことに、周りには賛成してくれる人はあまりいません。読書は人材への道な
のではないでしょうか。僕は分からないのです。  
                                       振省より  
 
 本投書に対して、雑誌から次のような回答がなされた。  
 
投書 6－30 の回答  
振省さん 
      「読書無用論」は間違っています。でも、読書を人材になることと簡単にくっつけるのもい
けないと思っています。  
   本を時間つぶしの手段として読む人もたくさんいます。ご飯やお茶の後などの余暇の時間に、
好きな時は少し読み、好きでなければ放っておいていいのです。  
        本を飾りとする人もかなりいます。流行の本や流行の本をまず早く読んで、それを人に自慢
します。  
   本を逃げ場にする人も徐々に増えています。本に静かさをもとめ、本を持って俗世間から解
放されたいと。本の中に自らにオアシスがあるみたいに。  
   以上あげた数種類の読書の人は、殆ど責められる理由がありませんが、しかし、彼らに希望
を託すことは無理でしょう。 
















1989 年第 1 号の「青年の呼び声」コラムに掲載された投書、「僕に読書の権利を返して」では、
親の商売への熱意によって中学生が不本意で高校を中退させられたことが紹介された。  
 
投書 6－31「僕に読書の権利を返して」（1989 年第 1 号）  
僕は 17 歳の高校生だ。同世代の人と同じように、未来に多くの夢と憧れを持っている。で
も、僕が努力して勉強している時に、残酷な現実によって僕の夢は打ち砕かれてしまった。  




























































                                                   








































投書 6－32（抜粋１）「私たちはいったいどうしたのだろうか――大学生の郎郎さんの訴え」  

























投書 6－32（抜粋 2）  
























今回の問題討論は、その後同年第 5 号まで 5 回連続で問題討論が組まれた128。そこでは、大
学生の勉強生活のつまらなさなど共感を表したり、経済改革に起因する古い価値体系と道徳観
念の倒壊、文化大革命以降の民族的理想＝「精神的ふるさと」の再構築が必要なことや、大学
                                                   
127 知識人の従事する職業の社会的威信が高いが、所得が低いという名実の伴わない状況を指す。  
128 1988 年第 2 号「私たちは間違っていない」「思う存分に生きなければ！」「砕けた花輪と理想の立て直し」
「あって当然の戸惑い」など 4 本；1988 年第 3 号「これは私たちの本当の姿ではない」「私たちは確かに
病んでいる」「『溺愛された子供たち』は、どこへ向かうだろうか」「いったい誰の責任だろうか」など 4 本；
1988 年第 4 号「どこへ向かうだろうか」「重たくて青白い理想」「大学症候群」「目標の高さを下げて」な
ど 4 本；1988 年第 5 号「大学生の二律背反」「一老いた大学生の反省」「挑戦に立ち向かおう」「目標のな






































                                                   
129「麦わら帽子」との言葉は、1977 年に劇場公開された角川映画の『人間の証明』の主題歌の歌詞に由来す
る言葉。 
130 この投書をめぐって『中国青年』では問題討論が行われて、1989 年第 3 号、第 5 号、第 6 号に渡って計
5 本の文章が掲載された。  
131 この投書をめぐって『中国青年』では問題討論が行われて、1992 年第 3 号４、第 4 号、第 5 号、第 6 号、
第 7 号と 5 回にわたって、読書投書や編集部の文章を含めて計 16 本掲載された。  












1992 年第 2 号に掲載した「私の才能を発揮させてくれる場所がどこにあるだろうか」では、
大学卒業生の就職という具体的な問題が取り上げられた。以下は投書の全文である。  
 
投書 6－34「私の才能を発揮させてくれる場所がどこにあるだろうか」（1992 年第 2 号） 
編集同志  































 大学生の現状に対する失望感は、下記の投書からも伺えた。1987 年第 1－2 合併号「どうし
て生きていてつまらないと感じているのか」投書の一部を紹介する。  
 











































































   私たちは一日一日と自分を失っていて、一年一年腑に落ちない思いをしている。将来のある
日に、自分も腑に落ちない思いも消えたときに、私たちは誰になるのだ。  










































                                                   
134 職場での悩みに関する投書は、以下で取り上げる投書のほかに、同僚との関係や、上司との関係に関する
心理的な悩みもあった。  
1991 年第 5 号「（同僚と）一緒に遊んではいけないが、参加しないと文句を言われる」（仕事中に将棋など
の娯楽活動に参加しないのが、「いい子ぶっている」と言われた） 
1992 年第 1 号「会社の上司との関係がうまく行かなくなった。どうすれば良いだろうか」 
1992 年第 10 号「上司に認めてもらえない」  









































                                                   
135 1985 年第 11 号「青年は社会に適応し社会の発展を推し進めるべきだ――人間の社会化について」、「難し











がらみとのジレンマが伺えたと訴える読者の声があった。   
 
投書 6－36「人間関係の渦巻きの中でどのように自分自身を把握すべきだろうか」  
（1985 年第 10 号）  
編集同志  









っていないのに、君は何で来たばかりで 56 元もらうのか」と言いました。  







   このことがあってから、僕は「工場長の子分」と見なされるようになりました。また、仕事
の関係で某エンジニアの方との接触が少し増えたら、すぐに人から「気をつけてよ。巻き込ま
れないように！」との忠告をされました。  



























  1988 年第 1 号の「恋愛方船」コラムでは、「私の二回の恋愛」と「迷いの季節に書く」との
二つの文章が掲載され、女性の口から恋愛と、学業や仕事での上昇志向との葛藤が語られた。  
















 1988 年第 5 号の「私の秘密」コラムに投稿した次の投書は、仕事への向上心によって恋愛
相手がなかなか見つからないとの悩みを語った。  
 
投書 6－37 タイトルなし（1988 年第 5 号）   
悲しくて憂鬱な気持ちを持って、気心の知れた友人――『中国青年』雑誌に私の心の悩みを
真摯に打ち明けます。  

































投書 6－38「あなたと仕事の向上心、両方必要なのだ」（1988 年第 5 号）  
波さん 
   紅葉の季節となりました。清華大学西門の小道にそって、落ちている枯葉を踏んで園明園の
                                                   
136 当時恋愛・結婚に関することは「個人問題」という言葉を使っていた。  


























































年第 4 号の「答朋友問」コラムに、良妻賢母になりたいという女性の投書があった。  
 
投書 6－39「『良妻賢母』を人生の追求にしないで」（1990 年第 4 号）  
編集者同志 































                                                   


















① 教育達成の経済報酬率の低さに対する不満  
まずはこれまで「登竜門」とまで言われ、最も重要視されていた大学合格＝教育達成は、社
会的地位の上昇をもたらしたにもかかわらず、それに見合った多くの経済収入をもたらすこと







② 個人経営者の高収入に対する都市部労働者の不満  
個人経営者層の高い所得に対して、都市部の労働者階層は多くの不満を持っていた。  




投書 6－40「彼女はなぜ不平不満に思っているのだろうか」（1988 年第 4 号） 
孔さん     
数日間お待たせして焦っておられたと思います。申し訳なく思っています。 


































     お仕事が順調に進むこととご家庭の幸せを祈ります！  
                          申し訳なくて名前を残せない人より  
































































   僕は理解できません。どうして正式の工員になるチャンスが二回も僕から逃れていったので
しょうか。  
 
投書 6－42「優秀な人材をとるなんて言っているが、全部うそだ！」（1988 年 9 月）  
  編集同志  





                                    四川 立新より  
 
投書 6－43「真面目に仕事をしているが、損ばかりする」（1992 年第 7 号） 
  編集同志  





































投書 6－44「コネと一生懸命働くこと」（1989 年第 1 号）  
  編集同志  
       僕のいる連隊では、このような言い方が流行っています。「一生懸命働くことより、コネの
ほうが効く」と。僕も多少同感を持っています。本当にそうでしょうか。  
























   今の我が家は、お客さんがまったく来なくなりました。秘書の人も書類を届けに来るのもめ
ったにありませんし、電話のベルもあまりならなくなりました。昔良く付き合っていた古い友
人も仕事が忙しいからと言って来なくなりました。さびしくしている父を見て、かわいそうだ
                                                   







るだけで OK 、三等の父親は出回って OK、四等の父親は家で文句を言うだけ」。今となって
はうちの父は四等にもなれないのですね。家で嘆くだけですから。  







      まあ、そのようなことをしましたけど、心の中ではこんなことをすべきではないと思ってい
ます。私たちの社会は、このようなものでしょうか。 































































































 1985 年より中高生の恋愛という「早恋」に関する投書が多く掲載されるようになった。  
 
                                                   
143 1985 年第 3 号、「個性のある結婚式を」では、ありふれたどこでも流行っている結婚式よりも個性のある
結婚式について提案した。1985 年第 5 号の「結婚・恋愛・家庭」コラムでは、「恋愛の感情と結婚後の感情
はイコールではない」との文章で、恋愛と結婚生活の違いを分析しどのようにすれば結婚生活が順調に進む
かについて相手の意見に妥協したり家庭のことは二人で相談して決めるのが有効だと提示した。 
























た。   
   編集者同志、私はどのようにすればよろしいのでしょうか。  
























                                                   
144このような投書は、ほかにもあった。例  1985 年第 11 号「早恋――形のない縄」、1988 年第 5 号「あの禁
断の実、食べなければよかった」、1988 年第 10 号「早恋の苦しみ」。  
145 例 1988 年第 3 号「青年呼声」コラムに掲載された「涙で堕落した日々を海に流そう」と「悔悟者の遺書」、












投書 6－47「従妹の憂い」（1987 年第 1－2 合併号） 
編集者同志  



















                                             北京 王珊より  
 
投書 6－48「恐ろしい検問所」（1987 年第 1－2 合併号）  
    編集者同志  





                                                   







   そのことが起こってから一年過ぎました。良い若者が私のそばを通っていきますが、怖くて
直視できません。理解してもらったり、許してもらったりすることが可能でしょうか。私のこ
と、助けてください。  
                                    武漢 孫林より  
 
投書 6－49「無理やり鴛鴦（のように仲の良い私たち）を別れさせないでください」  
（1987 年第 1－2 合併号） 
編集者同志    
今、たいへんつらい気持ちで、この手紙を書いています。  






   お聞きしたいのですが、激しい運動、たとえば自転車に乗るとか、の運動によって、処女膜
が破裂するということはありうるでしょうか。  
   婚前検査によって無理やり私たちを別かれさせないでほしい。仲の良い恋人が別かれさせ、
ないしは行き詰まった境地に陥らせてしまうのをやめてほしい。  









婚前性行為に関する悩みの投書は、これ以外にもあった。1988 年第 2 号では「これは女性
の間違いだろうか」との文章が掲載され、処女ではないことで自分のこと「不潔」だと大きな








 この時期、夫婦の関係に悩んでいるという投書もあった。1985 年第 8 号「愛の悲しい歌」（夫







④ 愛に関するさまざまな心理的悩みの投書  
片思いや失恋の悩み： 
1985 年第 5 号「失恋した暁燕さんへの手紙」  
1985 年第 7 号「恋愛の挫折は苦い酒ばかりではない」  
1988 年第 1 号「失恋から脱出するには良い方法がある」  
1988 年第 5 号「160 センチの身長、あなたに感謝！」 
1989 年第 12 号「苦難は人生の師になってくれる」  
 
恋愛のノウハウ 
1985 年第 5 号 「彼はなぜ 3 回も恋愛で失敗したか」 
（女性の交友関係ばかり気にする男性の失敗した恋愛経験）  
1988 年第 1 号 「恋人同士は性格や趣味が違っても、補い合うことでうまく行く」  
1988 年第 1 号 「妥協で最後の勝利を手にした」  
（妥協することで結婚を反対していた親を取り込む）  
1989 年第 2 号 「告白するにはタイミングが大事だ」  
1989 年第 4 号「愛は譲るものではない」（友人が告白をした女性に告白してよいのか）  
1989 年第 8 号「これは愛のアンバランスだろうか」  
（両親への愛と彼女への愛のアンバランス）        
「花を選び続けると、いい結果にならない」  
               「恋人のこと、コントロールすることができない……」 
1991 年第 8 号「僕のお見合い、なぜいつも失敗するのだろうか」  
1989 年第 8 号「恋人同士ではなくても、ツーショットを取っても良いだろうか」  
 
恋愛トラブルの悩み： 
1985 年第 4 号「僕の半分の命、どうしたら保たれるのだろうか」  
（結婚を数年後に延期させるという彼女の態度で悩む）  
「わが子の幸せを犠牲にしてはいけない」148 
1985 年第 10 号「あなたたちは陳世美ではない」  
（当事者の意向を無視して結んだ婚約を解除するのが妥当だ）  




1986 年第 7 号「私の愛はこのように奪われていった」（相手母親の猛反対で恋人と別れた） 
1987 年第 10 号「恩はあるが、愛はない」（恋人から恩義を受けているが、好きではない） 





1987 年第 12 号「自分の悩みを分かち合う真の友人」（彼女の浮気） 
1988 年第 2 号「これは略奪愛なのか」 
（恋人のいる彼から告白され付き合うようになったが、不安だ）  
1988 年第 3 号「彼女は、人の恋人を略奪したのか149」（討論） 
         「奪われて失った愛は真の愛ではない」  
         「恋愛は勝手気ままに振舞うことではない」  
                「心の声に任せよう」 
                「愛だけでは足りない」 
1988 年第 5 号「告白したことは恥ではない」  
（告白した相手の女性が、このことを周りの人に言いふらした） 
1988 年第 11 号「35 歳でいけないのか」 





1985 年第 5 号「若い娘たちは、僕が『高加林』になるのを恐れる」 
1988 年第 2 号「彼が無情なことをしたからといって、私は道徳に合わないことをしては
いけない」 
1988 年第 5 号「あなたに感謝！160 センチの身長よ！」 
1989 年第 3 号「愛の女神を前にした時の戸惑い」  
1985 年第 5 号「愛よ、恋よ、なぜもう少し遅れてこないのか」  
1990 年第 6 号「龍は龍に、鳳は鳳」 
1988 年第 5 号「自分を恨まないでください」  
1991 年第 7 号「失恋の報い」 
1990 年第 3 号「良い方法はないのだろうか」  
1990 年第 7 号「だれのせいだろうか」 
1988 年第 10 号 「絶交した後の考え」 
1988 年第 2 号「この啓示録は何を言おうとするのか」  
             「この啓示録は何を啓示したのか」  
1989 年第 12 号「私は『高級個体戸』を愛している」 
1988 年第 8 号「生者から死者への手紙」 
1988 年第 1 号「私の 2 回の恋愛」 
              「戸惑いの季節に書いた言葉」 
1988 年第 5 号「キュリー夫人はどこにいるでしょうか」  
1988 年第 5 号「あなたも仕事もどちらも欲しいのだ」  
1990 年第 4 号「『良妻賢母』を人生の目標にしてはいけない」 
 
 以上では、恋愛・結婚に関する投書を 5 種類に分けて確認してきた。そこから、恋愛・結婚
に関して、『中国青年』の指向性がある程度伺えただろう。この時期の『中国青年』によって代
                                                   



























投書 6－50（抜粋）「彼は無情なことをしたが、私は背徳なことをしてはいけない」  
（1988 年第 2 号）  









  ……（略）  







































                                                   
















































































がる。1985 年第 5 号に掲載された大学三年生の投書「恋よ、なぜもう少し遅れてこないのか」
では、自分が好きになった女性に対する、心の葛藤が述べられた。  
 






















































                                                                                                                                                                    
安を感じている。勉強によってやっと社会階層の上昇をかなえた農村出身の若者の強い向上心が見られる
だろう。 






































投書 6－57（抜粋）「失恋がもたらしてくれたもの」（1991 年第 7 号） 




 1990 年第 3 号の「一石二鳥の良い方法はないのでしょうか」は、軍隊から退役して戻って
きて結婚しろという婚約者から手紙をもらって困ったという軍人からの投書である。  
 








































                                                   



















































――160 センチでよかった！と。  














































































   ……彼女は薄い化粧をしており、服や靴、靴下、バッグ、乃至は髪の毛を結ぶ紐でさえ、黄
金色をしており、日差しの中できらきら光っている。喫茶店の椅子に腰をかけると、彼女は話
し始めた。「私はある大学の大学生で、今年卒業します。機械を専攻していますが、パブリッ















































































      記事の作者も認めた。「男性が経済的にたいへん裕福であることは、多くの若い娘たちを引
き付けた重要な原因だ」と。だから、戸籍や学歴、離婚歴などのデメリットを無視して応募し
たのだ。  

























































      このことを両親に伝えたら、「高級幹部」の父親に強く反対された。母は様子見ても良いと
言ったら、父は離婚してやるとまで言い出した。父が反対する理由は、「個体戸」と付き合っ
てはいけないと。  












































































































































要な役割であった。時期としては、1993 年から 1994 年第 8 号の改版までである。「本誌の言
論」コラムや「世紀を跨る人間の思想倉庫」コラムの一部では、市場経済の合理性を論証する
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う。              
                            （1995 年第 11 号表紙） 
この姿勢は、その後になって、「人文精神」に関する文学界の議論158に関する報道に明確に











神の危機」と強く批判したことが発端となっている。一般には『上海文学』1993 年第 6 号に発表された文
学研究者王暁明による文章「文学と人文精神の危機」が議論の口火を切ったとされる。「道徳的理想主義が
論争のポイント」だとされる――『中国青年』1995 年第 11 号ｐ22「理想主義の旗は、高揚されていくのか、
それとも降りてしまうのか」を参照。  
159「理想主義の旗――高揚されていくのか、それとも降りてくるのか」、「信仰の価値」、「現実を良く見よう」、








































































a                       b 
   




























   




c                  d 
  







c 2001年第3号表紙：「著名な映画スター、章子怡氏」  
d 2001年第4号表紙：「空君トップ飛行士 崔文戈氏」 
e 2001年第7号表紙：「五輪招致 中国のプレゼンテーター 王生安氏」 









② 1994年以降は、「本誌特別企画」コラムの設置と同時に、内容重視のポリシーで表紙を  
組むようになり、「本誌特別企画」コラムの内容にちなんだ合成写真を表紙に起用した。内容
重視のBタイプ。 























       「あなたたちの雑誌の表紙に、もうちょっと多めに美女を登場させないのか」と、聞かれ
た。 
       「芸能界のスターを表紙に起用すれば、多くの読者が寄ってくるよ。なぜ試してみないの
か」と、アドバイスされた。 
   『中国青年』は、自分なりのこだわりがあるのだ。美女や芸能界のスターに反感を持ってい
るわけではない。ただ、私たちは、薄っぺらな流行を追わないのだ。  
   表紙を重要視しないというわけではない。市場に受け入れてもらうように全力で頑張ってい
るこの雑誌にとって、表紙のデザインは極めて重要である。今年、私たちは一般人を表紙に起
用してきた。青春、モダン、美、素朴、自然などを思わせるイメージは、私たちの追求だ。  
   来年、「共青団員表紙シリーズ」を起用する予定でいる。各地の青年団組織や青年団員のみ
なさんには、思想的に向上心があり、容姿のきれいで、青春的な雰囲気に富む青年団の幹部や
団員の「モデル」を薦めて欲しい。もちろん自薦も歓迎する。  
   下記のような資料が必要である。3.5 x 5cm のカラー写真 2 枚（顔写真一枚、全身の写真 1
枚）、履歴書、推薦書、自薦書、詳しい連絡先と電話番号。  


























中で、10 人の女性がいるが、その中の 8 人が芸能界のスターである160。 
これは、「理想主義」の道徳的正しさへの強調に取って代わって、個人の「奮闘」による成功
の価値を称揚するという雑誌の主旨の変化から来たものである。  
２－２－２ 商業文化や物欲に対抗して人間の情を訴えるコラム  
物欲の氾濫に対抗して、理想主義による道徳的正しさの強調を雑誌の特色にしたこの時期の






表７－１ 1997 年『中国青年』雑誌改版時のコラム設置  
ブロック名  サブコラムの名前  
本誌特別企画  サブコラムなし  







社会 青年広場  青年報道  軍人の情念  世の中の真心   
人生 われわれの精神家
園 
四季の風鈴  青春の企画  青春の成功者  共青団
の季節 




















まずは、「世の中の真心」コラムの登場である。コラム自体の登場は 1996 年第 7 号から始ま












を送る、いわゆる人間愛、人情に基づく苦労話である。当コラムが初登場した 1996 年第 7 号
























「四季の風鈴」コラムは、1997 年第 1 号に登場したものであるが、これも同様、2008 年の改





















































































































































1997 年第 5 号ｐ43 に掲載された編集部の次のメッセージを見てみよう。  
 
記事 7－10 




































  …… 
      私たちは、金銭の比較によってもたらされた差別を絶対に認めない。また、自分をこのよう
な比較の中に入れて自分自身を見下さない。ただただ努力して開拓して生活を改善し、積極進
取する気持ちや独立した自尊心があれば、健康的な品格を持つことになるのだ。 
















































































④ ある特定の状況を取り上げてそれについて議論をする  
1995 年第 1 号～5 号に行われた「なぜ私は心細く感じるだろうか」  
                                                   
162 1994 年第 8 号「信頼と欺瞞」、1995 年第 7 号「寛容は、ショーウィンドーでしか見られない贅沢品だろ
うか」、1996 年第 3 号、第 5 号「良い人について」。1994 年第 4 号「あの歌は種」（拾ったものをきちんと
持ち主に返すか、警察に渡す）。1997 年第 8 号「『良い人』になる度胸ありますか」（「良い人」は貧しくな
りやすいし、ひどい目に合わされ易いなど非常に難しいが、それでも「良い人」になろうと提唱する）。1997
年第 9 号、第 12 号「どうして僕は純情な女の子にめぐり合えないのだろうか」。1997 年第 11 号「恋愛とい
うランチの食べ方」（正しい恋愛観）」。1999 年第 19 号「善良は木の枝にある鳥の巣のような脆弱なものだ
ろうか」、となる。  
163 1994 年第 10 号「愛の戸惑い」、1995 年第 4 号に「感謝の気持ち」、1995 年第 4 号「只求活得最多（毎日
を大事にしながら生きるべきだ」、1995 年第 6 号「もし人間が死なないとしたら」（生きる意味、死の意味）、
1997 年「人間、どのぐらいするだろうか」（人生の価値は「何をしたのか」によって決まる）、1998 年第 3
号「愛を持って人生を豊かにする」「爱は今夜、目が覚めている」、1997 年第 5 号「世界を眺める」「用意し
ていろ。鉄砲を手にしないといけない日のために」、1997 年第 8 号「あなたは何のために生きているのか」、
1998 年第 8 号「愛に関して（愛を知るには、まず自分を知る）」、「自分の愛の気持ちを大事にしよう」（寂
しさを紛らわすために恋愛すべきではない）、1998 年第 12 号「最後の青春」（青春の終わりを嘆く）、「平凡




1995 年第 9 号「どのようにすればより良く生きられるのか（生命质量的合格证）」  
1996 年第 9 号「貧しい子の精神世界」  
（経済的な貧しさは必ずしも精神の豊かさをもたらさない）  
1996 年第 10 号～1997 年第 2 号「ずっと奮闘しているのになぜ成功が私からどんどん遠ざか
って行くのか」  
1997 年第 7 号～10 号「サバイバルするためには、魂を鬼に預けないといけないのだろうか。
（自分を醜悪なものにする）」  
1997 年第 12 号「貧困を目の前に、自分の心を落ち着かせよう」  
1998 年第 9 号「大人になった。大学生になった」 
1999 年第 4 号、第 11 号「男は金を持つと人間性が豹変し悪くになるのか」  
1999 年第 19 号「どうして人の青春は私のよりすばらしく見えるのだろうか」  





以上の四つの分類のどれにも入らない内容。1996 年第 8 号「500 万字の血の川――ある青年

























































                                                   
164 1995 年第 6 号「若者よ、自分たちの旗を挙げろ」  
165 1994 年第 7 号「あなたは何を怖がっているか。魂の欠席か、それとも欲望の暴走か」、1994 年第 11 号「も
う一つの目で明りを見よう」、1995 年第 6 号「若者よ、自分の旗を上げよう」、1996 年第 7 号「世紀末、ス
ターたちは輝かなくなった」（芸能人のさまざまな道徳的な問題）、1997 年第 5 号「人格を守っていればあ
なたは英雄」、1998 年第 4 号「美しい生活はわれわれのものであるべきだ」、1998 年第 4 号「人間は餌のみ
で生きられる鳥ではない」、1998 年第 6 号「（世俗に）同化されるのを拒む」（社会批判の立場を守る）、1999
年第 1 号「欲望の競馬場にて」などを参照。  
166 1998 年第 8 号「どうして私たちはロマンチックではなくなったのか」「お花がなければ、真の愛ではない





   変わっていく時代よ、コーヒーやクーラー、きれいな水晶の髪飾りや、今までに見たことの
ない楽しいものをくれたが、でもどうして同時に私から理想、信頼感、判断力、正義感、追求、
情熱が奪われていくのだろうか。  




   乾ききっている魂よ、いつになったら凶年を離れ、豊年に出会うのだろうか。  
 









冷静さが特徴だが、これを問題視する態度では①②の批判的文章と通じる。1994 年第 5 号「社













「人間よ、あなたの明りを出してきなさい」（1994 年第 2 号）、「さまよって漂っている心に、
すがる藁を見つけてあげよう」（1995 年第 9 号）、「感情の森がいつまでも青々としているよう
に」（1996 年第 6 号）、「心のインテリアの内装をしよう」（1996 年第 7 号）、「愛を人生の冠と
しよう」（1996 年第 8 号）などのタイトルから伺えるように、この類の文章では、「人々は魂
を信じなくなった。この徹底的な唯物論者たち。すべてが物質第一主義！自分の魂をないがし
ろにしている……」168という時代では、人間の内面、精神的な部分の重要さを指摘し、「われ
                                                   
167このタイプの態度の文章は、 1994 年第 1 号「誘惑を選ぶ」、第 7 号「運命：主？下僕？」、1998 年第 1 号
「精神的家園を守ろう」、1998 年第 3 号「心は、欲望をおろすゴミ捨て場ではない」などがある。  












第 5 号「貧富は一念の差である」）  
②心を物の誘惑から解放させるべきであり、物によって振り回されるのでなければ、おのずと心が
静かになり、楽しさを取り戻すことができる。（1994 年第 5 号「人の白い目、気にするものか」） 
③結婚は二人で時間をかけてじっくり成長していくものであり、お金持ちのように次々と相手を変
えるようなことを羨ましく思う必要はない。（1994 年第 2 号「結婚の成長」） 
④平凡な人には平凡な幸せがあり、自分の人生に拍手を送ろう。高いところばかり目指すのは負担
になる。人の輝きによって焼けどしないように。（1996 年第 6 号「生活の新しい主張：自分の人
生に拍手を送ろう」、「高いところばかり目指すのは人生の負担になる」、「人の輝きによって焼け
どしないように」、「もう一つのバランス」）  











                                                   
169 同上 





1998 年第 3 号「人の心の底の良知を覚ましてあげよう」（心の底の良知こそ、いつになっても人類の最も価
値のある、最も信頼できる金鉱である）、1998 年第 3 号「希望。いつになったら身近に感じる温もりをくれ
るのか」（貧しかったが輝いていた日々を懐かしむ）、1999 年第 1 号「あまりにも素直すぎた。純真すぎた。
































































     ……青春の血がまだ流れているが、心の中で感じた一抹の重さは、なかなか拭えない。書籍
から頭をあげ、大学を出て新しい生活を迎えに行った時、最初に感じた新鮮さは瞬くに遥か昔
の記憶となった。私たちの目の前に現れたのは何であろうか。  
        ネオンの下で大金をばら撒いている華やかさ、単調な土地に耐えられないぐらいの貧しさ、
これにはもう驚くことではない。私たちには迷う暇すらなかった。冷たくて厳しい競争は、私
たちの生活のすべてとなった。私たちは、生きていかねばならないから。  




  …… 





  この時、一日のご飯を稼ぐことがこんなにも神聖で大事なこととなってきたのだ。  






























  ……  



































 1998 年第 4 号の「このあとどのぐらい頑張れるだろう」では、自分の抱負や夢を実現する
難しさを嘆き、毎日繰り返される日常の中で、「このあとどのぐらい頑張れるだろう」と疑問を
投げつけた。 
















   














昔を懐かしむような姿勢である。1998 年第 12 号掲載の文章、「誰が、風の中に立っている旗
だろうか」の一部を見てみよう。 
 
記事 7－17（抜粋）  
   僕は考えすぎないようにしている。毎日出会ったことはすべてその道理に合っていることで、
バランスの取れている心、精一杯に適切な賛美の言葉を掛ける。これが人生というものだ。  









    …… 




    …… 



























記事 7－18（抜粋）  








































 今回の討論の詳細を見てみよう。  
 「今日において、私たちはどのようにして金持ちとして生きるか、どのようにして貧しきも
のとして生きるか」の討論は、2000 年第 17 号と 19 号に、2 回に渡って行われた。 
事の発端は、2000 年第 13 号の「われわれの精神家園」コラムの端っこに掲載された出稼ぎ
の女性からの投書であった。 
 























   歴史上、今日のようなことは一度もなかっただろう。――あなたはこんなに若いのに、こん
なにお金持ちだなんて。  








































投書 7－2 タイトルなし（2000 年第 17 号）  
































































（上図は第 19 号の当コラムに掲載された写真。上の写真は「月収は 100 元足らずのレイオフされ
























1997 年第 5 号の当コラムでは、「あなたが叩けば、あなたのためにドアは開く」との文章で
































































































その象徴的なことは、2001 年第 1 号では通常の内容ではなく、「21 世紀の中国に影響をあた






 2000 年以降の「精神家園」コラムの内容は、2001 年第 3 号「どのようにすれば、心の中に










表 7－2 2000 年、2001 年の「われわれの精神家園」コラムのタイトル一覧 
号 タイトル  
2000 年第 1 号  「30 歳。どうして私たちは結婚しないのだろうか」  
第 3 号  「どうして私たちはこんなに空しく感じるだろうか」 
第 5 号  「どこに行けば、日々の生活への情熱を見つけてくるだろうか」  
第 7 号  「曇りや雨のような気分を、どのようにすれば抜けられるだろうか」  
第 11 号  「思い通りにならない日々は、どのようにすればよく感じられるか」  
第 13 号  「大学生は天の寵児、これは本当なのだろうか。」 
第 15 号  「昨日の理想は、本当にもう諦めたのだろうか」  
第 21 号  「大学は、青春の楽園かそれとも思想のお墓だろうか」 
2001 年第 2 号  「良い子なら、誰でも飴をもらえるのだろうか」  
第 4 号  「平凡な私たちは、成功の幸せを手に入れることができるだろうか」  
第 5 号  「どこに行けば真の友人が見つかるだろうか」  
第 6 号  「今日、私たちはどのように生きているだろうか」 
第 13 号  「平凡な私たちは、どのようにすれば、人生を楽しむことができるだろうか」  
第 14 号  「八方美人のように振舞うのが本当に大事なのだろうか」  
第 16 号  「人の成功を、心から祝えるものだろうか」  




  第 23 号  「うまく行く時だけ、人生に感謝？」  









































投書7－3 タイトルなし（1996年第5号）  





























投書7－4 タイトルなし（1993年第1号）  
編集同志  
























































































このコラムは当年 12 号まで、計 8 期続いた。掲載された自分の経歴、業績を紹介して、大
きめの写真一枚に小さい写真４、5 枚というような内容であった。紹介された計 8 人の「中国






                                                   
172 1995 年第 4 号ｐ2 
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表 7 － 3 






1998 年も同じような状況であった。1998 年第 5 号には「中国の青年として、知識経済の時
代をいかに迎えようか」との特集が組まれ、IT 業界のエリート、プログラマーの求伯君氏の写
真を表紙にしているが、優れた人物を紹介する「青春金榜」コラムにおいては経済界の人物が





2001 年から、雑誌の表紙に有名人の写真を掲載するようになった。  
号 タイトル 人物 
1995 年
第 4 号 
「陳章良の新しい夢」  北京大学生命科学学院院長・陳章良  
第 5 号 「共和国の最も若いスポークマン」  国家統計局総経済師・邱華良  
第 6 号 「過渡経済学の創立に力を尽くして」  北京大学中国経済研究センター教授・林毅夫 
第 7 号 「人民をいつまでも守っていくために」 強盗犯と戦った軍人・徐洪剛  
第 8 号 「本当の戦士、本当の英雄」  
火災現場や落水した人を何度も助けた軍人・許永
楠 
第 10 号 「天津の海に龍がたつ」  天津市郷鎮企業津海グループ総取締役・張延軍  
第 11 号 「白衣の天使王富龍」  
難病の治療に新しい療法を発見した漢方の医者・
王富龍 























呂植氏。写真②1999 年第 9 号表紙「世紀金版：百年の青春――20 世紀中国名人殿堂」、写真③2000




表 7－4 1999～2000 年「中国の青年有名人の殿堂」コラムの登場人物  
 分野、職業  1999 2000 号 
研究者、国際的アカデミックのバックグラ
ンドを有する研究者173 
3 人  3 人  
1999 年第 1、3、5 号。2000
年第 2 号、第 13 号、第 17
号。 
芸能界とスポーツ界のスター174 2 人  3 人  
1999 年第７、第 17 号で 2
人。2000 年第 9 号、2000
年第 19 号、第 21 号で 3 人
/組。 
経済界のエリート、IT 業界のエリート175 2 人  1 人  
1999 年第 11 号、第 15 号。
2000 年第 23 号 1 人。  
政治的バックグランドがあり、品格が優れ 3 人  4 人   1999 年第 13 号、第 19
                                                   
173 1999 年第 1 号、北京大学教授、パンダ研究者呂植氏；第 3 号北京郵電大学教授、暗号学研究者楊義先氏；
第 5 号中国科学院金属研究所研究員、ナノ技術研究者卢柯氏。2000 年第 3 号、ロケット研究者蔡小慶氏、
第 13 号、上海交通大学教授ハイビジョンテレビの研究者張文軍氏；第 17 号土壌研究者呉金水氏。  
174  1999 年第 7 号、河南省地方劇豫劇の女優、小香玉氏；女性サッカー国家チーム隊員、孫雯氏。2000 年
第 9 号世界的に有名な囲碁選手芮乃偉氏、第 19 号琼州海峡を渡った張建氏、第 21 号シドニオリンピックで
メダルを獲得した選手たち、  
175 1999 年第 9 号、中国有名なインターネットサイト sina.com の総裁王志東氏；第 15 号聯想 lenovo グルー
プ総裁楊元慶氏。2000 年第 23 号、翻訳ソフトの開発者陳光火氏。  
370 
 
るとされる人物176 号、第 21 号。2000 年第 1









「中国名人殿堂」以外に、1999 年と 2000 年の場合、「精彩人生」と名づけられるコラムが
設けており、優れた人物を紹介していた。  
特に 1999 年第 9 号は、「世紀金版：百年の青春――20 世紀中国名人殿堂」との特集が組まれ、
1900 年から中国社会に大きな影響を与えた人物を 100 人紹介した。また、2001 年第 1 号は、















記事 7－25    
      貧乏な子アラジンには夢があった。それは「世界で最も大きなお金持ちになる」こと、国王
の娘を嫁にいただくことだ。物語の中では、彼の夢はかなった。  
   代々の若者の心の中では、アラジンは羨ましい幸運児だった。富や成功を手に入れるという、
アラジンのような夢は、原始的な衝動に近いようなもので、それによって青春盛りの心がざわ
めいている。また時には、それに固執しているものの心を痛めもいる。  
   残念なことに、私たちは誰もアラジンではなく、「魔法の明り」や「魔法の指輪」の助けを
持っていない。そしてもっと不幸なのは、私たちには資金もないし、バックグランドもないの
だ。美しい夢のほかに、私たちが唯一持っているのは、自分の、空っぽの手だ。白手で天下を
                                                   
176 となった記者夫婦許杏虎氏と朱頴氏；第 19 号、軍人でミサイル旅の旅長高津氏;第 21 号、優秀な女性警
察丁榕氏。2000 年第 1 号汽車事故で献身的に人員の救出に努めた海軍学校の卒業生 13 人、第 5 号北京大学
卒業で地方の村で党書記をしている呉奇修氏、第 7 号北京市検察院の検察員で法律知識の普及に力を尽くし
たボランティア、何可氏；第 15 号環境保護に力を尽くしている NPO 代表者廖暁義氏。  
177 第 8 号「頭のどうかしている公民 3 人」では、12 年間無給で自転車修理を続けた人、8 年間続けて無給で
スリを捕まえ続けた人など、その奉献精神が評価された人物 3 人が取り上げられた。  







































という内容が組み込まれたのである。「青春の企画」コラムは 1996 年第 1 号から第４号まで一
時期に登場したが、その際の内容は職業に特化していなく、「青春の風采どこに行けば見つけて
来られるだろうか」というような人生論に近いものであった。1997 年から 2000 年まで、「青
春企画」は、若者の職業人生――「サラリーマン」、被雇用者としての人生の成長に有益とされ
る情報を提供し続けた179。 
                                                   




表 7－5 1997 年「青春企画」コラム掲載内容のタイトル一覧  
第 1 号  どのようにすれば、客室乗務員になれるか  
第 2 号  どのようにすれば、国家公務員になれるか  
第 3 号  なし 
第 4 号  どのようにすれば、軍事大学に入れるか。  
第 5 号  どのようにすれば、公費留学に行けるか  
第 6 号  どのようにすれば、自費留学に行けるか  
第 7 号  どのようにすれば、俳優・女優になれるか  
第 8 号  どのようにすれば、外交官になれるか。  
第 9 号  どのようにすれば、旅行社のガイドになれるか  
第 10 号  どのようにすれば、弁護士になれるか。  
第 11 号  どのようにすれば、テレビ番組の司会になれるか。 
第 12 号  どのようにすれば、ファッションモデルになれるか 
 
表 7－6 1998 年「青春企画」コラムの職業ブロック掲載内容のタイトル一覧  
第 1 号  21 世紀、広告マンになろう。  
 看護士、永遠に失業のない職業 
第 2 号  次の世紀では、ソフトをプログラミングするエンジニアになろう  
 教師、21 世紀では今までになく強化された職業  
第 3 号  公認会計士になろう  
 医者になる。あなたの賢明な選択  
第 4 号  園芸師、人気急上昇の職業 
 聡明な証券部ブローカーになろう  
第 5 号  グラフィックデザイナー：コミュニケーションとはこうも美しいものか  
 永遠に必要とされる職業：コック  
第 6 号  なし 
第 7 号  どのようにして公務員として働くか  
 古いながら常に新しい職業：建築デザイナー  
第 8 号  保険代理人：リスクと付き合う中で金を見つける  
 美容師：あなたをより美しくする  
第 9 号  服装デザイナー：人類の第 2 の肌をより美しくするために  
 特定品種の養殖：もはや下等な職業ではない  
第 10 号  なし 
第 11 号  MBA：経済界に通じる金色のパスポート  
第 12 号  特許代理人：魅力のある職業 
 面接の前に考えないといけない 49 の問題  
 
1997 年と 1998 年「青春企画」の職業ブロックでは、さまざまな職業に関する知識を紹介し、








表 7－7 1999 年「青春企画」コラムの職業ブロック（「職場の経験」「職場の避雷針」と題するサ
ブコラム）の掲載内容一覧 
第 1 号  あなたの上司はどのタイプ？ 
 どのようにすれば上司に気に入ってもらえるか。  
第 3 号  僕はどのように撮影の世界に入ったのか。  
 面接の際に、どのような質問をすべきだろうか。  
 気をつけろ。身だしなみのミス、あなたには覚えがないのだろうか。  




第 7 号  無駄な競争に気をつけよう。 
 面接の第一歩：身だしなみを整理するのに気を払おう。  
 慌てて衝動で動くのをやめよう 
第 9 号  なし（「100 名の世紀青年人物」特集）  
第 11 号  職場の仲人さんを避けよう 
第 13 号  明日のために、今日の時間をよく利用して積み木をしよう  
 就職活動では自分自身をよく武装しなさい  
 あなたは自己推薦状を書けますか  
 あなたは良い履歴書を書けますか  
第 15 号  面接の際に、会社の状況について逆面接しよう  
第 17 号  転職をしたらいかがだろうか。 
 就職活動の落とし穴に落ちかかろうとしているのではないだろうか  
 離職の際は潔く。  
 就職活動を行う時は自信を持って。  
第 19 号  自分自身をアピールする際は、ピンポイントをうまく掴まえよう  
 頭の良い金は、自分は金だと言わない  
第 21 号  石ころはどのように金になったのだろうか  
 人から些細で馬鹿なことと思われるようなことを、きちんとやろう  
 私は今日、何をしたのだろうか（競争で劣勢にいる時、まずは行動しよう。
小さなことからこつこつやればよい。）  







イスに関する内容に集中した180。2000 年となると、また違う特徴が出てきた。  
 
表 7－8 2000 年「青春企画」の職業ブロックの掲載内容のタイトル一覧  
第 1 号  大手企業の求人その 1：あなたは Lenovo Group に入れるか（Lenovo 
Group はどのような人材を必要としており、どのような人材なら Lenovo 
Group で最も速く昇進できるか、Lenovo Group はどのような形で人員
募集をしているか）  
 職業学校の卒業生はどのように就職活動を行うか  
 あなたは新人だよ、知っているかい。  
第 3 号  大手企業の求人その 2：新希望グループ  
 上司はあなたの思うほど人が悪くないかもしれない。知っているかい。  
第 5 号  大手企業の求人その 3：Motorola Inc はあなたを呼んでいるか  
 あなたは人間関係の派閥に引っかかっているかもしれない。知っている
かい。 
第 7 号  大手企業の求人その 4：luckyfilm：あなたの才能を十分に披露させる  
 あなたはすこしうぬぼれているかもしれない。知っているかい。  
第 9 号  大手企業の求人その 5：売牌（ Shell)、未来のボスを見つけよう  
 職場では、自分自身のことについて全部さらけ出すのをやめよう。知っ
ているかい。  
第 11 号  大手企業の求人その 6：創維グループ、卒業したらここから職業人生の第
一歩をスタートしよう。  
 どのようにして boss と付き合うか  
第 13 号  大手企業の求人その 7：IBM、あなたは IT 企業の黄埔軍校に入れるか  
 職場での、男女の微妙な情 
第 15 号  大手企業の求人その 8 ：清華同方、私たちはこのように人材を取り入れ
ている。  
 職場恋愛のルールを決めよう 
第 17 号  大手企業の求人その 9：恒基偉業：私たちはどのように人材を見ているか  
第 19 号  大手企業の求人その 10：金正薬業：第一は品格、第二は知識  
第 21 号  大手企業の求人その 11：万科グループ、行動力と表現力  
 未来の boss と給料について話そう  
 職場の人間関係について  
第 23 号  大手企業の求人その 12：インテルの必要な人材：あなた自分自身を最後
まで貫こう  
 起業のための IQ、足りているか 
 和尚様に櫛を売ろう  
 
 上記の表から分かるように、2000 年の「青春企画」コラムの職業関連の内容は、「職場の勝
                                                   










年の「醜いアヒルの集合」と 2000 年の「私にはできる（yes ! I can）」コラムである。 
1999 年第 1 号の「醜いアヒルの集合」コラムでは、このようなメッセージがあった。  
 
記事 7－26 
   全中国のすべての、いつか空を飛んでみたいと思っている醜いアヒルたちよ、良く聞けよ。
今日からここで緊急集合だ！――一般の人々の成功、一般の人々の奮闘について語り合おう。  
 
2000 年になってこのコラムの名前は、「私にはできる！（yes ! I can！）」という、強い励ま





















2001 年第 2 号の「青年報道」コラムでは、「北京は彼らのニューヨークか181」との特集が組
まれて、地方出身だが北京で働いているさまざまな階層の人の生き様が描かれた。そのタイト










① 「北京に残りたい」。高卒で北京の街頭で海賊版のソフトと映像製品を売る安徽省出身の 30 歳
の男性 
② 「成功の後ろに必ず涙があるとは限らない」。有名文学サイトでマーケティング主任を担当する
浙江省出身の 30 歳の女性。高収入で、外資系企業を渡り歩いた。  
③ 「北京でいたずらをさせてくれ」。某小規模のソフト会社の責任者で貴州省出身の 30 歳の男性。 
④ 「北京での生活は、その日限りのことしか考えていない」。市場の売り場をレンタルし野菜を売
る河南省出身の 21 歳の男性。 


















① 「三亜183は涙を信じない」。四川省出身で三亜市に来た 34 歳の男性。昼は中学校の教師をし、
夜はダンスホールでバンドでベースを担当。  
② 「私のような女の子」。昆明の町でビールのセールスガールをしている 22 歳の女性。  
③ 「偽タバコを売っていた日々」。偽タバコの販売などを経て私営企業を起業した 26 歳の男性。  
 





                                                   
182 コラムの最初に編集者メッセージが付いているが、それによると、この 3 本の文章は自費で全国を旅行し
てさまざまな職業に従事している人にインタビューを行った若者、関山氏の書き下ろした原稿『一路奔走』
の一部である。  
183 地名、海南省の三亜市。  
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      個人が健康的に流動し、成長していく社会は、活気に満ちる社会だと言えよう。  











るが、2001 年第 22 号の読者感想では、次のようなことが述べられた。  
 
投書 7－5 タイトルなし（2001 年第 22 号） 
      私は倦怠感に満ちる生活を送っているが、このような生活に安んじることもできず、何度も
自分を責めては元に戻るという繰り返しの日々です。私には、いつでも励ましてくれる、見守
ってくれる力が欲しい。だから、私は『中国青年』が好きで、そこに掲載される奮闘中の若者
                                                   











う意見もあった。2001 年第 19 号には、次のような読者の感想が述べられた。  
 
投書 7－6 タイトルなし（2001 年第 19 号） 



























      総編集長の彭波さんは編集者全体に次のような要望を出した。「今後すべての企画は「人生」
                                                   
185 改革開放以降、「単位」などを離れて一匹狼のように個人で奮闘する若者の生き様について描くコラムは、













































                                                   





































この時期から、幼児教育や幼児教育への関心が高まってきた。1989 年第 8 号には、「李守
民の神を造る運動」との記事が掲載され、さまざまな困難を克服して幼児教育に専念する李守








     李守民氏は現在、中国優生優育協会優秀教育研究会の会長であり、武漢大学ゼロ歳プログラ
ム所属の研究員である。彼が創設した太原市鋼鉄児童早期教育実験クラスは見事に成功した。









投書 7－7「あなたの子どもが聡明な子となりますように」（1994 年第 6 号） 
      ７才の温博くんは（クラスの）最も年少の子だ。1 歳 3 ヶ月の時から、お母さんが彼に漢字


























投書 7－8「私たちにとって不公平だ！」（1996 年第 7 号） 
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全体のランク付けで 60 位までの受験生の中で、30 人あまりが今年に入ってから省外から転校

















しまいそうです。本当に悔しくてたまりません。     















 子供の進学を献身的に支える親たちの姿は、既に 1994 年の『中国青年』雑誌に、受験戦争
の問題点に関する特集記事で大きく取り上げられた。  















1997 年第 3 号の「本誌特別企画」コラムでは、「今日の若い親たちを救ってください」と

































































これら 2 本は、子供の教育に関する自分自身の体験に基づき、自分の立場を述べた。  
 










「親は黙って子どもを見守る天使であるべきだ」          
「受験教育は、私たち生徒の根源だ」  
 
1997 年第 8 号 読者の意見表明 5 本  
「執着心の強い親の心は怖い」 
      「忘れられた心の教育」  
      「子供はあなたの後姿を見ている」  
      「親の希望は親自身で見つけるべきだ」  
























投書 7－9（抜粋１）「私たちもある種の夢を追っている」（1997 年第 5 号） 





































と願っている親の気持ちを語った投書「もうこれ以上負けられない」を見てみよう。    
  
投書 7－10「もうこれ以上負けられない」（1997 年第 6 号） 
     10 年間の文化大革命によって、学業も恋愛でも大失敗した。28 歳になって始めて結婚でき、
33 歳になって初めて娘に恵まれた。というわけで、自分の人生でかなわなかったすべてのこと
を、娘に託している。私はもう、これ以上負けられないのだ！  


















































投書 7－11（抜粋 1）「息子は楽しくない」（1997 年第 5 号） 













投書 7－11（抜粋 2）「息子は楽しくない」（1997 年第 5 号） 



















投書 7－12（抜粋）「母親になる資格なんてない」（1997 年第 5 号）  



















































投書 7－13「お父さんよ、私があなたから離れていくのを許してください」（1997 年第 7 号） 
      20 数年間人の子として生きてきた中で、両親による固くて単一な教育のようなものほど人を
深く傷つけるものに遭遇したことはなかった。父親は夢にも思わなかっただろう。彼が信じて
疑わなかった教育法が、今日になって私の反面教師になったのだ。  







   当然、このために父は、それなりの代価を払った。  










 受験教育から受けたプレッシャーとそれによって生じた反抗心は、1999 年第 5 号に掲載さ









 これ以外では、学業の成績による苦悩に関する投書が後を絶たなかった。2000 年第 1 号で
は、「成績が良くなくて、自殺したい」、「どのようにすれば自分をコントロールできるか」
との投書、2000 年第 3 号「私に自信を与えてください」などがそれである  
 
投書 7－14「私の成績が良くなくて、自殺したい」（2000 年第 1 号）  


















投書 7－15「どのようにすれば、自分をコントロールできるだろうか」（2000 年第 1 号）  






















投書 7－16「自分自身の作った落とし穴から出てください」（1994 年第 8 号）  
尊敬する編集者  





































































































































投書 7－18 「ある『貧困生』の告白」（1993 年第 2 号）  

























   一部のクラスメートの嘲笑、一部の先生たちの冷淡に遭ったが、僕はくじけなかった。僕は、
貧しくても志はある。自分自身が強くなるしかないと思っている。今僕は 2 回も「優秀学生」
となり、成績の優秀な学生にだけ授賞する 30 元の奨学金を 2 回ももらった。僕はやっと自分
の頭を上げて、人々に見直してもらうことができた。貧困学生のみなさん、私たちの頭を上げ
よう！ 




















信箱」が回復された後に、また見られるようになった。2000 年第 21 号には、「僕は学校とさ
ようならしたくない」との投書が掲載された。 
 
投書 7－19「僕は学校とさようならしたくない」（2000 年第 21 号）  
   僕は新楽一中の高校生であり、ふるさとは河北省新楽市鳳鳴村。新しい学期が始まり、僕の
学校生活はまた始まった。 














で、宿舎代は毎年 800 元で、保険代 20 元であり、計 6430 元になる。このほかに毎年 3000 元




      8 月 27 日に家に帰ると、母親から家の事情を知った。今は早熟の落花生の収穫期になり、（今
の時期にしては新落花生はまだ少なく、高く売れるので）農家のみんなは市場に売りに押し寄
せた。しかし市場自体が小さいので、両親は市の前の日の夜 7 時、8 時ごろにロバに落花生を
乗せて市場に行った。それより遅れていくと、場所がなくなるので。人が多いので、両親は一
晩少しも寝なかった。不眠の夜を明かすと、眠たい中で頑張って市を始めたが、売れ行きが悪
くて、8 時や 9 時になっても、いや 12 時、13 時になっても売り切れなかった。仕方がなく疲
れきった体で品を持ち帰ってくる。それだけではなく、落花生の値段もまあまあで、毎キロ 3.70





るのだ。10 銭でアイススティックが買えるが、でも彼らにとってそれは、たいした贅沢なのだ。  






















② 経済格差の存在による人間関係の悩み  
経済的困難による生活苦そのものよりも、経済的な格差によって若者が感じた人間関係の悩
みに関する投書が掲載された。そこには、収入の格差や地域による階層の様相が見られた。  
1992 年第 2 号には「けちん坊の気持ち」という投書が掲載され自分の経済的な悩みを訴え
た。 
 
投書 7－20「けちん坊の気持ち」（1992 年第 2 号） 
      僕は大学生だが、ほかの「天の寵児」とは違って、内向的で話すのがあまり得意ではない人
だ。何かある時も心にしまっておくだけなので、ほかの人からなかなか理解してもらえない。 




























だろうか」（2000 年第 5 号） 













 これと似たような悩みは、2000 年第 11 号の投書にも見られた 
 
投書 7－22 「どのようにすればご馳走ごっこから脱出できるのか」（2000 年第 11 号）  
   毎回クラスメートや友人と一緒に豪華なバーに入るときに、ご馳走を口にしながら、自分を
責めている。僕はこうしたくないのだが、こうせずにはいられない。  






























投書 7－23（抜粋）「財布にはお金がないけれど、心の中には志気がある」（1994 年第 1 号）  
        財布にはお金がないけれど、心の中には志気を持つべきだ。志気をもってわれわれの心を完
全のものにしてはじめて、金銭の力が横行する世界の中で、尊く立つことができる。  
   このよう考えたり実行したりすれば、ほかの何かをもって証明しなくても、われわれはおの
ずと金銭より高貴な存在になるのだ。  
































1995 年第 1 号の＜本誌特別企画＞では、「貧困の学生」に関する報道がなされ、5 本の文章
が掲載された187。 
 この報道で『中国青年』は、経済的な困難に遭遇している大学生の存在を社会問題として取










                                                   
















































































































1999 年第 1 号の「青年の代言者」コラム189には、ある工場で働く女工たちによる手紙形式
の投書が掲載され、そこには、「ボス」への強い怒りが噴出された。以下はその全文である。  
 
投書 7－25「ボスよ、あなたは人間を食べる鬼だ！」（1999 年第 1 号）  
ボスさん   




























                             広東省東莞市にいる出稼ぎの女性数人より （執筆者肖錦萍） 
 
                                                   
189 このコラムの主旨は、「正義をもって直言し、青年の神聖な権利を守る」こととする。1999 年第 1 号「青
年の代言者」コラムの誌面より。  



















































投書 7－28 「知識の価値が下がったのか」（1993 年第 1 号）  






      大学に入ってから、課された学業の内容が少なくなったが、僕は自分自身への要求はさらに
高くなった。専攻の授業以外には、毎日哲学や社会科学を 6 時間も独学していて、2000 字の
読書ノートを取っていた。西安で実習している期間中に、学校の手配で華山での旅行があった
が、僕は一人で陕西省図書館に二日間も籠もっていた。  
      仕事をしてからも、僕は知識の勉強への旺盛な情熱を保っていた。勉強してきた知識を実践
に使い、上司に手助けして、職場の管理をした。それが上司に認められて、ぼくは管理職に抜
擢された。仕事が忙しくなったが、僕は勉強をおろそかにしなかった。数年間の間、僕が書い




















   市場経済の発展によって、「気の利く」人がどこでももてる。本当に才能のある人はよく無
視される。知識の価値は本当に下がったのだろうか。  
 









                                   湖北 何林より 
                      




























































投書 7－31「書籍の中には黄金の屋敷がある」（1994 年第 8 号）  




















投書 7－32「次のステップ、どのように踏めばよろしいのだろうか」（2000 年 13 号） 










































































投書 7－35「話が下手です。どのようにすれば良いのだろうか」（1994 年第 9 号投書）  
こんにちは。  











                                    傷心の金山より  
 
投書 7－36「僕の身長、何とかして早く高くならないだろうか」（2000 年第 15 号投書）  
   こんにちは。  







                                   大学生 小寧より  
 
投書 7－37「どのようにすれば、自己コントロールが上手になるだろうか」（2000 年第 1 号）  







                                  江西新余 程颢より  
 
投書 7－38「おとなしいので苛められています。（機会を掴むには）どうすれば良いのだろうか」


































投書 7-39「どうして私はこんなにも人に噂されるのが怖いのでしょうか」（2000 年第 1 号）  








                                       福建省古田市 黄暁茹より  













投書 7－40「天の寵児の今現在」（2000 年第 13 号） 








                             






















投書 7－42「僕は故郷の誇りだが、僕のプライドは異郷で砕かれた」（2000 年第 13 号）  






























































 以下の投書では、農村にいる若者の将来に対する不安が述べられた。  
 
投書 7－44「傷ついて粉々になった心」（1994 年第 4 号）  
      僕は農村の青年だ。幼い頃を振り返ると、僕はとても楽しかった。どこに行っても面白いこ
とがあった。中学校に入ってから、一生懸命勉強して、成績もトップクラスだった。先生や親
に褒められて、愛されていると感じていた。  
   その時たくさんの夢を持っていた。作家になって人々に精神の糧を提供したい。歌手になっ
て、みんなを楽しませてあげたい。  















































 さらに、このような絶望感は、起業した若者に見られた。  
 
投書 7－46「ビジネス失敗からどのようにすれば立ち直れるだろうか。」（2000 年第 9 号）  




   どのようにすれば、ビジネスの失敗のショックから立ち直れるのでしょうか。  
   どのようにすれば、感情を穏やかにすることができるのでしょうか。 
   どのようにすれば、人生の困難や挫折に負けずにいられるのでしょうか。 
   どうして、体に病気はないのに、いつも疲れていると感じるのでしょうか。  
   これらの問題にアドバイスをください。  











1996 年第 10 号の「われわれの精神家園」コラムには、「私は奮闘し続けてきたが、なぜ成
功はますます私から遠ざかって行くのだろうか」どの読者投書が掲載され、その後 1996 年第

























































南屏に行き、一年余り働きました。1991 年 7 月に戻ってきてからは、二度と行くことはあり
ませんでした。  




































































   長くなりましたが、今回はここまでにいたしましょう。それでは、失礼いたします。  
                     あなた様に会いたいが不安でいっぱいの明益より  






































































































さや「裏切られた感」は一部の読者の心を打った。1997 年第 2 号に掲載された「奮闘と成功
は必ずしも正の比例ではない」とする文章では、次のようなことが述べられた。  
 
投書 7－48 「奮闘と成功は必ずしも正の比例ではない」（1997 年第 2 号） 




 投書の作者は、「炭鉱の鉱務局」という国営企業の職員をしているが、12 年間こつこつ 










投書 7－49「さまざまな仕事を渡り歩くことは良くない」（1994 年第 10 号） 
編集同志  





                                  ハルピン 林超より  
 

























                                    陕西 南彬より  
 
投書 7－52「どうして同僚と僕との間は不仲なのだろうか」（2000 年第 5 号） 














投書 7－53「相手にちゃんと説明したほうがいい」（1994 年第 4 号）  
編集同志  




                                   瀋陽 馬麗卓より  
 
投書 7-54「転職したほうがいいかもしれない」（1994 年第 10 号）  
編集同志  




























して、1995 年第 1 号の＜われわれの精神家園＞コラムは、「なぜ心細く感じるだろうか」と題








向きに奮闘している若者の投書 2 つとインタビュー1 つが掲載された。そのうえ、著名な社会学
者孫立平氏の、「心細く感じる」原因に対する分析の文章が掲載された。  

































記事 7－33（抜粋）  








人は月 2000 元の給料をもらっている。どうして僕は 200 元しかもらえないのかな。  

















































投書 7－55「工場が閉鎖してしまうらしい。僕はどうすれば良いだろうか」（1995 年第 2 号）  
編集同志  






















第 1 号では、国有企業からタクシー運転手に転職した 30 歳の男性のインタビューがあった。
上記の工員とは違って、この男性は職業の変化によって大きな満足を感じている。  
 
記事 7－34（抜粋）  
     僕はあなたとは違って、毎日目を開けると、会社に 100 元の借りがある。死んでいても生き
ていても、何がともあれ、まずは人から借りた分の利益を上げないといけない。でもまあ、僕
はやっていく自信があるのだ。企業にいたときは、どれだけ一生懸命やっても月 200 元ちょっ






































記事 7－35（抜粋）  





















記事 7－36（抜粋）  
428 
 


























記事 7－38（抜粋）  

















40 万元だって、将来になったら紙屑同然かもしれないし。  












































































        この世代の中国の若者は、興奮させるほどのいい時代、思う存分に自分を才能を発揮できる
時代を迎えた。目を逸らさずに、生存の危機、残酷な競争を直面して、自分自身の力を頼りに、
自分自身の価値を発見して、美しい生活を手に入れよう。――これは、友人としての忠告だ。  











































投書 7－55「両親を仮の敵と見なさないで」（2000 年第 15 号）  



















投書 7－56「理想と現実との狭間に挟まれて辛いです。僕の未来がどこにあるだろうか」  
（2000 年第 5 号） 
   理想と現実との狭間に挟まれて、僕の未来がどこにあるだろうか。  

















投書 7－57「大学に入らなくても、自己実現できるのではないだろうか」（2000 年第 9 号）  




   あなたはこういうかもしれません。「大丈夫、大学に行くのが唯一の進路ではないから」と。
このような言葉はもう聞き飽きました。でも、「大学に行く」ことをどのように考えれば良い
のでしょうか。  

















































投書 7－59「僕には再度大学に入る機会があるだろうか」（2000 年第 19 号） 
友友さんへ  











   何かアドバイスをください。  












投書 7－60「必要なのは金銭か、公正か？」（1994 年第 5 号）  




















                               河北省安新市 王英年より  
 
投書 7－61「どうして彼らは恥とせずに、光栄とするのか」（1994 年第 5 号） 
   最近幾つかのことを見聞して、びっくり仰天した。  
















     A：「気をつけたほうがいいよ。」  
     B：「何も怖いことはないさ。僕の使ったこれらのお金、ほかの人はなかなか見つからな
いよ。」  































けないのだろうか」（1997 年第 7 号）  
     『中国青年』編集部のみなさま  
僕は今、あなたたちに助けを求めています。  
      ある外国人の作家はこのようなことを言いました。「世の中で最も苦しむ人は、心の中で申し
訳なく思っている人だ」と。良く言ってくれたと思います。僕はそのような人の一人です。こ
こ最近、僕はほぼ毎日眠れません。あれこれ考えたり、頭の中はごちゃごちゃです。  

































ります。例えば、広告主を説得するために、ある雑誌の発行量が 2 万部なのに僕は 10 万部と
うそをつきました。今思い出すと、恥ずかしく感じるのですが。  





   1995 年 5 月 1 日、僕は省都で百貨店を開きたいと決めました。場所を決めて融資して、さ
まざまな手続きをして、10 日間で全部完成しました。スピードがとても速かったです。5 月 10















仕方なく 5000 元を出しました。  











       ――品質検査の人が来ました。省から来た人もいるし、市から来た人もいて、区の人もいま
す。商標を見たり音響を見たり、あちこち触った後に、品質検査費を出せと言ってきました。
彼らが言うには、消費者に責任があるからと。品質検査を出したら、全部合格となりました。 
       ――テレビ局の記者×さんは電話を掛けてきて、18000 元の広告費をくれたら、うちの店の広
告を出してくれると。僕はちょっと迷いを見せたら、彼はうちの店の「黒幕を暴露する」と暗
示してきました。僕はすぐに彼の要求を了承しました。 
   …… 








と言いました。この件で僕は 8650 元の損をしました。  
       ――××さんは×主任の運転手で、15800 元の品を買ったのに、9500 元しか払ってくれなくて、
僕は 3010 元の損をしました。  
       ――××弁公室×主任は、娘の結婚式のために 16800 元の商品を買いましたが、口では 6800 元
払ってくれると言ったのに実際に払ったのが 2000 元だけ。11000 元の損をしました。  
      ――消防隊×副隊長は自家用のパソコンを買いたいと言って、品を持って出かけて 2000 元を置
きました。僕は追っていったら、彼は二日後に消防の検査に来ると答えました。僕は仕方なく
口を閉じました。この件で 6000 元以上損しました。  
   …… 




       400 万元の投資をしましたが、二年たらずで 160 万元の損を出しました。このまま行くとも
う二年すれば僕は破産してしまうのです。もともと貧しいやつだったので、ぼく本人はどうで
もいいのだが、友人から借りた 200 万元はどうしましょう。  
   僕は焦っていて死にそうです！  




















副局長はやっと決めてくれました。20 万元の品で、利益は 5 万元ちょっとでしたが、接待費と
友人への紹介費を除くと、僕はこの件で 3 万元儲けたのです  





きました。でないと、この商売はないこととすると。300 万元の品で、その利益は 40 万元ほ





































       編集者先生、心の中の戸惑いを回答してくれませんか。生存して発展しくためには、自分を
醜くしなければいけないのでしょうか。  
                      儲かりたいが良心を失いたくない小老板より198 

























て 200 万元の資金を手に入れた。1995 年に地元に戻ってデパートを経営する。その過程でさ
                                                   
198 「小老板」とは規模の小さい店や会社の経営者という意味。  




























投書 7－63 「私は『非我』になるべきだろうか」（1994 年第 9 号の投書） 
  編集同志  






   お伺いします。僕も、環境に適応して、別の自分＝「非我」になるべきでしょうか。 
 

































このように、「道徳」の価値へのこだわりは、別の場面にも見られた。1999 年 15 号では、「こ






















































1995 年第 5 号「男性だって優しくしてもらいたい時がある」（もともと優しかった彼氏が、
今はどうして冷たくなったのだろうか）  
                                                   
201 恋愛のノウハウに関して、「青春企画」コラムでは単独のスペースが与えられた。また、「われわれの精神
家園」コラムにおいても、話題としてたびたび取り上げられる。1999 年第 11 号「オフィスの仲人は、避け
たほうがいい」では、仲人というプライベートの関係を挟むと、同僚との関係に害を与えやすいとのアドバ




1995 年第 10 号「これは恥じるべきことなのだろうか」（18 歳の中等専門学校の学生が自
分の担任の先生に片思いしたが、それを知った母親からは「恥知らず」と言
われた） 
2000 年第 3 号「結婚適齢期がそろそろ過ぎていくが、すぐに婚活を始めるかそれともゆ
っくり待つほうが良いだろうか」  
2000 年第 3 号「決断すべき時はしっかりと断ってください」  
2000 年第 9 号「結婚すべきだろうか」（彼女から結婚しろと言われた軍人の迷い）  
      「恋人にならなかったら、友達にもなれなくなるのか」 




1995 年第 12 号「旦那に隠し事があるようだが、どのようにすれば良いだろうか」  
 
失恋の悩み： 
1994 年第 7 号「もう雨季は過ぎ去ったが」（性関係を持った女性から、別れを言われた） 
1994 年第 11 号「私の愛は、どこに向かうのだろうか」（性関係を持った男性から別れを
告げられた） 
2000 年第 9 号「どのようにすれば、別れた彼女への思いが絶たれるのだろうか」  
 
不倫問題： 




1997 年第 9 号「神様よ、どうして僕は、純情の女子に出会えないのだろうか」202（現代
の女性に貞操観念がなくなったと怒りと失望の気持ち）  
2000 年第 1 号「いかにすれば手淫の影から抜け出せるか」  
2000 年第 15 号「性そのものは、不潔ではない」（アダルトビデオを見た高校生の不安）  
2000 年第 9 号「処女の検査、しないでください」（幼少時に性的嫌がらせを受けた中学生
が、学校の健康診断で処女の検査があるとの噂を耳にして心配になった）  
思春期の問題： 
2000 年第 23 号「自分を変える必要はない」（クラスメートの複数の男子から告白され全
部断ったが、関係がこじれた） 
2000 年第 15 号「私は、先生が好きになってしまった」（高校 2 年生の女子が国語の先生
                                                   
202この時期になって『中国青年』では、性に関する問題を真正面から取り上げるようになった。この文章の
続きに、1997 年第 12 号は女性読者の不満の声を表し、「あなたにはどのような純情な女性が欲しいのだろ
























づけるほうが良いだろうか」（2000 年第 3 号）  














れわれの精神家園」コラムの文章でよく見られたものである。1998 年第 5 号「恋愛の季節、
















 以下では、その手紙を紹介しよう。  
 
投書 7－64 『中国青年』に、軍人のために「ノー（ＮＯ）！」と言って欲しい！」  
編集同志  
   こんにちは。  
   これは、ある軍人の身に起こった本当の話です。上司や皆さんに励まされて、僕は『中国青
年』を思い出して、あなたたちにこの手紙を書いたわけです。  
   たくさんの軍人と同じように、突如としてこのようなことに遭遇したときに、私にできるこ
とはただただ、心の痛みに耐えて、昔の恋人に祝福し、私から彼女を奪ったあいつを忘れるこ
とのみです。これは別に、心が広いわけではなく、私にはほかの選択肢がないだけです。  













   『中国青年』から「ノー！」と言ってもらいたい！  
                       中国人民解放軍某部無錫駐在 劉祥より  
 
 
投書 7－65 軍人劉祥氏の手紙「私の前であなたは、『公平』という言葉を使う資格がない」  
  馬総経理  
   あなたの名前を聞いて、私は突然として、ロマンティックで甘い愛の世界から、苦しみと困
惑の辛い世界に落とされました。  
   あなたが妻に愛人と両手に花の時に、私は失恋の苦しみにもがいています。あなたがいなけ
れば、どんなに美しい世界だったでしょう。  
























































   あなたはきっと、軍人はこのような大義名分ばかり言うとおっしゃるでしょう。では、大義
ではなく、小さな義について話しましょう。  











      同時に、あなたのラジオ局で働いている妻は、彼女に理解を示し、優しくする夫が必要であ
り、あなたの娘も責任を持って育ててくれる父親と安定的な家族が必要です。あなたの愛情は、
彼女たちに取っておくべきではないでしょうか！  
     あなたは、自分には愛する権利があると言っています。あなたの愛の権利を否定するつもり
がありません。ただ、あなたの愛の対象が間違ったと言いたいのです！  
        あなたの会社のかわいそうな社員たちは、毎月 300 元の給料でさえ期日どおりにもらえてい
ないのですよ。どうして彼らたちにあなたの愛を分けずに、たくさんの時間とお金を賭けて、
人の女を我が物にしようとするでしょうか。  











   総経理たちよ、あなたたちの愛を少し取っておいて、社会や軍人たちに分けよう。  
   最後になりますが、あなたには私の敬礼受ける資格がない（のでやめておきます）！  








記事 7－42  
劉祥同志、こんにちは。  








   これは戦いですが、勝負は得たか得なかったかということにかかっていません。アンフェア
な競争の終わりに愛の悲劇が待っていますが、と同時に、これを機会に私たちは敬服すべき軍
人に出会えました。  






      これらの問いにはっきりと答えられる人がいないでしょう。今日になって、人々には、して
良いこととそうでないことの間に、はっきりとした境界線がなくなりました。でも、本当に変
わらないものがないのでしょうか。  
   あるのです！  
   変わらない職務があります。変わらない精神があります。それは、軍人は国家を守る責任で、
軍人の無私な献身精神です。 
      これは、議論する必要がないでしょう。あなたとあなたの戦友たちが国の辺境で雨風に負け
ずに、自分の青春を賭けて私たち（あの総経理も含めて）のために、平和と安定を守ってくれ
ることが最大の証明ではないでしょうか。  
      これが、男の証明です。この背景の中で、愛を失った軍人がどんなに脆い一面を見せてくれ
ても、どんなに失望した顔を見せてくれても、私たちから見て、とても悲壮に見えるのです。 











   社会が変わっていく中で、私たちは肩を並べて立っています。  
                               『中国青年』編集部より  
 






































































投書 7－66「彼女はもう二度と私のもとに帰ってこなくなった」（2000 年第 7 号） 

















投書 7－67「人の前でキスしただけで、僕と別れた。これで良いのだろうか」（2000 年第 13 号）  
 編集部の方  




























































     「男たるものはお金を持つと必ずワルになる」とよく言われるが、結婚相手募集の広告では、
男性のみなさんは自分の富や持っている財産を憚りなく披露している。  
    男はお金を持つと必ず悪い人間になるだろうか。  






































































































性という枠組みをもとに、1878 年－2000 年までの 『中国青年』雑誌の記事と読者の声を一次

























































① どのような社会のあり方や未来像を作り上げようとしたのか。  
② どのようにして若者の上昇志向というエネルギーを方向付けしようとしたのか。  











































































































する」（2000 年第 5 号より）「青年の生存状態に注目し、青年の人生の需要に服務する」（2001
年第 13 号より）などの宣伝フレーズが登場したが、市場経済が社会の各領域に浸透してゆく
中で『中国青年』も少しずつ「正しさ」の代表という自意識から離れ、現状肯定の立場を強め







































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 2－1 2008 年中国雑誌全体の分類及びそのタイトル数、比率  
表 2－2 1950 年代から 2000 年代まで違う時期における読者投書の内容の内訳（％）  
表 2－3 年代別「古典的コラム・擬似コラム A・擬似コラム B」読者の声の文章数  
表 2－4 ～表 2－8「年代別のコラム名紹介」 
表 2－9 1978－1984 三つの話題に関する読者の声の文章の数（本） 
表 2－10 1985－1991 三つの話題に関する読者の声の文章の数（本） 
表 2－11 1992－2000 三つの話題に関する読者の声の文章数（本） 
表2－12 1978－1984「勉強」に関する読者の声の掲載文章一覧  
表2－13 1978－1984「恋愛・結婚」に関する読者の声の掲載文章一覧 
表2－14 1978－1984「職業」に関する読者の声の掲載文章一覧  
表2－15 1978－1984「勉強」に関する読者の声の掲載文章一覧  
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表 2－4 1978－1984年読者の声を掲載した古典的コラム 
 
表 2－5 1985－1991年読者の声を掲載した古典的コラム 
年／コラム名   
1985 青年信箱 × 難題征答 × × 
1986 青年信箱 × × 心理診療所 × 
1987 青年信箱 × × × × 
1988 × 答朋友問 × × × 
1989 × 答朋友問       
1990 × 答朋友問       
1991 × 答朋友問     怎么办 
 
1978 青年信箱（３） 答読者問１ × × × × × × × × 
1979 青年信箱（11） 答読者問 6 × × × × × × × × 
1980 青年信箱 20 答読者問２ 為你服務 1 × × × × × × × 
1981 青年信箱 32 × × 
思想通信
3 
            
1982 青年信箱 27 × × 
思想通信
3 
婚恋難題諮３ 服務台 39 × × × × 
1983 青年信箱 20   為你服務 1 
思想通信
１ 
婚恋難題諮询 3 服務台 17 你会自我分析吗 1 青年修養問題征 1 × × 
1984 青年信箱 16 答朋友問 22 為你服務 21 × 婚恋参謀 5 服務台 2 × 難題征答１ 生活与法律諮询 1 問答之页２ 
表 2－6 1992－2000年読者の声を掲載した古典的コラム 
 年  コラム名 
1992   答朋友問 怎么办       
1993   答朋友問         
1994   答朋友問   総編集長当直室 心理諮询   
1995       総編集長当直室 心理諮询 書記信箱 
1996            
1997            
1998            
1999            
















表 2－7 1978－2000年読者の声を掲載した擬似コラム A 
年／コラム 擬似 A            
1978 青年呼声 × × × ×  × 
1979 青年呼声 読者来信 × × ×  × 
1980 青年呼声 読者来信 × × ×  × 
1981 青年呼声 読者来信 7 ×  ×      
1982 × 読者来信（5）  ×        
1983 × 読者来信 16 鼓与呼        
1984 青年呼声１ 読者来信 鼓与呼 9        
1985 青年呼声 読者来信 × 青年広場      
1986 青年呼声 × × 青年広場      
1987 青年呼声            
1988 青年呼声       我的秘密  愛情方舟 
1989 青年呼声       我的秘密    
1990 青年呼声       我的秘密    
1991 青年呼声       我的秘密    
1992 青年呼声       我的秘密 成長の煩悩   
1993         私の秘密    
1994        私の秘密    
1995 なし            
1996 青年広場・青少年権益守護            
1997 なし            
1998 なし            
1999 青年広場・青年喉舌            
2000              
表 2－8 1978－2000年読者の声を掲載した擬似コラムＢ 
年／コラム 擬似コラム B 
1978 問題討論             
1979               
1980 問題討論 大家談           
1981 問題討論             
1982 問題郎論             
1983 問題討論             
1984 問題討論             
1985 問題討論             
1986 問題討論             
1987               
1988 問題討論   議論紛紛         
1989     議論紛紛         
1990     議論紛紛争         
1991 問題討論   議論紛紛         
1992 問題討論   議論紛紛         
1993     議論紛紛         
1994       われわれの精神家園       
1995       われわれの精神家園 本誌特別企画 青年論壇   
1996       われわれの精神家園   青年論壇   
1997       われわれの精神家園 本誌特別企画   青年報道 
1998       われわれの精神家園       
1999       われわれの精神家園     青年報道 
2000              
 
表 2－12 1978－1984「学業」に関する読者の声の文章一覧（クラシックコラム、擬似コラム A、擬似コラム B） 
                                                             
1号の表記に関しては、「1978 年第 1 号」は「7801」と表記する。以下同。  





7804 青年信箱 どのように効果良く脳を利用できるのか（返答文のみ） 
7903 青年信箱 どのように大学生活を早く適応できるか怎样尽快适应大学的学习生活（返答文のみ） 
7905 青年信箱 大学受験に際してどのように志願を選ぶのか 
7906 青年信箱 試験の時にどのようにすれば実力が発揮できるか 
7907 青年信箱 志は学歴にあらず 





































8116 青年信箱 これは志があると言えるだろうか。 
811718 中学時代 いい加減なところがあるが、どのようにすれば直せるだろうか。 
8121 青年信箱 「これは志があると言えるだろうか」の返答文 5 本。 




8305 服務台 北京体育学院の募集規定 
   
8305 
服務台  「試験となると、いつもの実力が発揮できなくなる。どうすればよいだろうか」 
8309 青年信箱 「大学に入ってからの危機」 
 8309 青年信箱 大学受験の時期を前に読者の質問に答える 




















  編集者メッセージ「進学率を片っ端から追い求めるときの危害」 
8121 問題討論 「私たちはどのように成長していくべきだろうか」討論文章 3 本( 
8122 問題討論 「私たちはどのように成長していくべきだろうか」討論原稿 5 本 
812324 問題討論 「私たちはどのように成長していくべきだろうか」討論原稿 4 本 
8201 問題討論 「私たちはどのように成長していくべきだろうか」討論原稿 3 本 
8205 問題討論 競争のなかで友情を育てることが可能だろうか（編集者メッセージ） 
8208 問題討論 「競争のなかで友情を育てることが可能だろうか」討論原稿 6 本 
8209 問題討論 「競争のなかで友情を育てることが可能だろうか」討論原稿 1 本と読者の意見の寄せ集め 





8309 中学時代 「自分が「別冊」に入れられたと気づいたときに」討論原稿 2 本 
8311 中学時代 「自分が「別冊」に入れられたと気づいたときに」討論原稿 5 本 
8401 キャンパスライフ 
「自分が「別冊」に入れられたと気づいたときに」討論原稿 5 本 
編集者メッセージ 
表 2－13 1978－1984「恋愛・結婚」に関する読者の声の掲載文章一覧（クラシックコラム、擬似コラム A、擬似コラム B） 
 
号 コラム名 タイトル 
クラシックコラムより 
7906 読者の問いに答える 干支が相克だから結婚できないというのが本当なのか 
7908 青年信箱 失恋した場合、どうすればいいか（返答文のみ、「愛情を人生の適当な位置づけに置くべきだ」） 
7912 青年信箱 晩婚に晩育だと難産になりやすいか 
8001 青年信箱 同時に二人の人に恋をしてしまった。どうすればいいのかしら」 
8002 青年信箱 同性能通婚吗？ 苗字の同じ者同士で結婚できるだろうか。 
8005 青年信箱 元地主の孫娘と恋に落ちたが、彼女と結婚したらどうなるだろうか。 




8012 青年信箱  恋愛するときに相手に試練を与える必要があるだろうか。 






8104 青年信箱 「このような結婚、維持できるだろうか」返答文 4本 
8107 青年信箱 「愛情にはわざと試練を与えるようなことをしないほうがいい」返答文 7本 
8109 青年信箱 私たちの結婚はどうして自分たちで決められないのか 








































8207 青年信箱 遠距離で暮らしています。どのようにすれば夫婦の愛を深めることが出来るか」 






















































8403 恋愛結婚カウンセリング 他人の噂によってせっかくの恋愛が流されてしまわないように 
（ぼくのことを好きになった女の子が噂を流していて、恋人から別れを告げた。三人とも同じ工場で働いており、
周りから変な目で見られている。悩んでいる。どうすればいいだろうか。） 
8403 青年信箱 若い女性たちよ、まじめに仕事をしている人間を忘れないでよ 
8403 青年信箱 僕はキューピットを恨んでいます 














8412 友人に答える 初めてラブレターを書きたくなったが、どのように書けば良いだろうか。 
8412 友人に答える 女の子たちはどのような男が好きなのか 
8412 友人に答える 相手に告白したいが、なかなか勇気が足りなくて 
8412 友人に答える 才気ある女性の心を掴むには、気持ちだけでは足りないかもしれない 
8412 友人に答える 彼女はぼくより年上だけど、このような恋愛はうまくいくだろうか 
8412 友人に答える 自分が第三者だと分かったとき 
8412 友人に答える 片思いしている。どうすればよいのか 
8412 友人に答える どのようにすれば夫から解放できるのか 





































  妻は三回も嫁ぐことを実現したが、僕は独りぼっちになった 
  （妻は占い師の話を信じて、僕との間に離婚してまた復縁するのを 2 回も繰り返した。） 
  恋人同士の干支の相性で生じたトラブル（通信員の報道） 
  生年月日の相性で生じた恋愛のトラブル（通信員の報道） 








  もともと身障者なのに、恋愛で心まで傷つかれた 
  （身障者だが、恋愛相手の女性の母親に反対された） 




  かわいそうな関菊さん 
  （報道である。関菊さんはお金目当ての母親に強制されて、好きでもない相手と結婚した） 































8406 読者の手紙 世の中に七仙女のような（思いやりのある）女性がいるだろうか。 
擬似コラム B 



















表 2－14 職業 1978－1984「職業・自己実現」に関する読者の声掲載文章一覧（クラシックコラム・擬似コラム A・擬似コラム B）） 
 






7909 青年信箱 興味と勉強している専門が一致しておらず、悩んでいる。 
7912 青年信箱 本職に専念することは、志がないと意味するのだろうか 
8005 青年信箱 僕の理想はなぜいつも流されていくのだろうか。 
8010 青年信箱 頭の良い両親がなければ、よく出来る子どもはないのでしょうか 
















8116 青年信箱 「余暇の趣味と本職が衝突しています。どうすればよいのだろうか」 
812324 青年信箱 「余暇の趣味と本職が衝突しています。どうすればよいのだろうか」の返答文章 5 本。 

























8209 青年信箱 女性として仕事への向上心が強くあるのは良くないことだろうか 
8211 青年信箱 「女性として仕事への向上心が強くあるのは良くないことだろうか」の返答文章 3 本。 














































  余暇時間の独学を続けるのは、どうしてこんなにも難しいことだろうか。 
  白専（政治に関心がなく、専門知識ばかり持っている）の帽子が怖い 
  勉強ができなくなったどころか、処罰を受けてしまった 







8209 読者の手紙 代用教師のために一言言ってください。 






7801 問題討論 青年の中で陳景潤について学ぶことを提唱してよいだろうか 
7802 問題討論 「青年の中で陳景潤について学ぶことを提唱してよいだろうか」討論原稿 6 本 
7803 問題討論 「青年の中で陳景潤について学ぶことを提唱してよいだろうか」討論原稿 3 本 
7804 問題討論 「青年の中で陳景潤について学ぶことを提唱してよいだろうか」議論原稿４本 
8002 報道原稿 どうして「塀の中で開いている花なのに、どうして塀の外だけがいい香りをするのかな 
8005 問題討論 人生の意義はどこにあるだろうか。（编辑部文章） 
    人生の道はなぜ歩ければ歩くほど狭くなるだろうか。 
8006 問題討論 「生きていることの価値はどこにあるだろうか」討論原稿 3本。 
8007 問題討論 「生きていることの価値はどこにあるだろうか」討論原稿 12本 
8008 問題討論 「生きていることの価値はどこにあるだろうか」討論原稿５本 
8009 读者讨论 「生きていることの価値はどこにあるだろうか」討論原稿 10本 
8010 問題討論 「生きていることの価値はどこにあるだろうか」討論原稿 9本 
8011 問題討論 「生きていることの価値はどこにあるだろうか」討論原稿 8本 
8012 問題討論 「生きていることの価値はどこにあるだろうか」討論原稿 5本 



























8119 思考と討論 「どうして先進分子は孤立されたり打撃を受けたりするのか」討論原稿 7本 
8120 思考と討論 「どうして先進分子は孤立されたり打撃を受けたりするのか」討論原稿 4本。 
8121 思考と討論 「どうして先進分子は孤立されたり打撃を受けたりするのか」討論原稿 4本 
8122 思考と討論 「どうして先進分子は孤立されたり打撃を受けたりするのか」討論原稿 6本 












8311 問題討論 「当代の青年は、どのような価値観を持つべきだろうか」討論原稿 2 本 
8312 問題討論 「当代の青年は、どのような価値観を持つべきだろうか」討論原稿 3本 
8407 問題討論 この工場の改革は、何を意味するだろうか。 
8411 問題討論 「この工場の改革は、何を意味するだろうか」討論原稿 3本 
 
表 2-15 1985－1991「学業」に関する読者の声掲載文章一覧（クラシックコラム、擬似コラム A、擬似コラム B） 
 
号 コラム タイトル 
クラシックコラム 
8503 青年信箱 社会人向け大学受験に関する回答 
8503 青年信箱 矛さんがお父さんへの手紙 
8503 青年信箱 李蓉によるお母さんへの手紙 
8510 青年信箱 父よ、自分の道を歩かせてくれ 
8510 青年信箱 学歴はないが、理想はある 




8604 少年心事 もうすぐ切れそうな弦 
8604 青年信箱 試験の前の悩み 
8604 青年信箱 先生、私たちのことを理解してください 




8609 青年信箱 中学生で武侠小説にはまってしまった。どうすればよいだろうか」（返答文） 




8705 青年信箱 大学受験のための復習の鍵をあげよう 
8705 青年信箱 大学受験はどのようにすればうまく参加できるのか 
8706 青年信箱 大学受験前の緊張感をどのようにすれば克服できるか 
















9003 友人に答える 努力し続ければきっと収穫がある 
9005 友人に答える なぜ仕事をして二年後にならないと大学院入学試験に参加できないのか 
9107 友人に答える 嫉妬の反面は何だろうか（中学生だが、クラスメートに追い越されるのではないかと、嫉妬の気持になる。悩む） 
擬似コラム A 
8710 青年の呼び声 「記憶霊」詐欺事件（報道原稿） 
    「記憶霊」を信じてはいけない 














9201 青年呼び声 「一つのクラスに 13人の生徒が退学を勧められた！」 
9207 青年呼び声 私たちの学習の権利を侵してはいけない 
擬似コラム B 
8801 問題討論 朗朗の手紙「私たちは一体どうかしたのだろうか」（大学生活への不満） 
8802 問題討論 「私たちは一体どうかしたのだろうか」討論原稿 4本 
8803 問題討論 「私たちは一体どうかしたのだろうか」討論原稿 4本 
8804 問題討論 「私たちは一体どうかしたのだろうか」討論原稿 4本 
8805 問題討論 「私たちは一体どうかしたのだろうか」討論原稿 4本 
8903 议论纷纷 なくした草わら帽子はどこに飛んでいったのだろうか 
8905 议论纷纷 「なくした草わら帽子はどこに飛んでいったのだろうか」討論原稿 2本 
8906 议论纷纷 「なくした草わら帽子はどこに飛んでいったのだろうか」討論原稿 3本 
8908 议论纷纷 「なくした草わら帽子はどこに飛んでいったのだろうか」討論原稿 3本、意見の寄せ集め数本 
 
表 2－16 1985－1991「恋愛・結婚」に関する読者の声掲載文章一覧（クラシックコラム、擬似コラム A、擬似コラム B） 
号 コラム タイトル 
クラシックコラム 














8504 青年信箱 恋人ではないが、ツーショットで写真をとってもいいだろうか 
8504 青年信箱 失恋した暁燕さんへ（返答文のみ） 
   8504 青年信箱 女性たちは僕が「高加林」になってしまうのが心配のようで 
   8504 青年信箱 
恋よ、なぜもう少し遅れてこないのか 
（都市部出身の女の子をすきになってしまった） 
8505 青年信箱 愛よ、どうしてもう少し遅めに訪れないのだろうか 





















8801 友人に答える 失恋から立ち直るには良い方法がある。（返答文のみ） 
   8801 友人に答える 
恋人同士はお互い補い合うほうがいい 
（恋人とは趣味も性格も違っており、悩む) 
   8801 友人に答える 
妥協してなんとか勝利にたどり着こう 
（自分の恋愛が両親に反対されて辛い） 


















8505 答朋友問 若い娘たちが僕が「高加林」になるのを恐れている 
8808 友人に答える 告白するのに十字架が要らない（好きな女の子がいるが、告白する勇気がない。一方、逃したらいけないと焦る。） 












8901 友人に答える 恋人の女性は恋愛はするが結婚したくないと言っているが、この考え方は正しいだろうか。 
8902 友人に答える 家庭は鎖になるのだろうか。 
    好きになったら告白していいものだろうか。 
8903 友人に答える 愛の女神を前にした時の戸惑い 
8904 友人に答える 愛は譲るものではない（友人も僕も同じ女性を好きになった。友人が大事だろうか、それとも恋が大事だろうか。） 























9007 友人に答える こうなったのは誰のせいなのだろうか 
9105 どうすればいいか 既婚者の 
9107 どうすればいいか 失恋の報い 
9108 友人に答える 恋愛をしても、いつも分かれてしまいます。どうしてだろうか。 
9110 どうすればいいか 「既婚の男性を愛してしまった。どうすれば良いだろうか」の返答文 
擬似 Aより 
8502 記事 どこに行けば私の高倉健に出会えるだろうか。（読者の投稿を記事にしたもの） 








8504 青年の呼び声 結婚の自主権を若者に返してほしい 
8504 青年広場 どうすればこの半分の命を保てるだろうか。 
（結婚相手がテレビ大學の試験に参加することになり、数年内で彼女との結婚は延期させられる。彼女を失ってし
まい、彼女にすてられることを心配している。 
8504 青年の呼び声 天使はこのまま飛んでいってしまったのだろうか。  
8504 青年の呼び声 （現代の）ロミオとジュリエットを助けてあげてください  
8504 青年の呼び声 親の世代のいさかいは、私たちの幸せを持って償うべきではない。（自由結婚の権利） 
















































8801  爱情の方舟 「失恋から脱出するには良い方法がある」 





























8805 私の秘密 あなたも仕事もどちらも欲しいのだ 















































8802 議論紛紛 これは略奪愛だろうか？ 
8803 議論紛紛  「これは略奪愛だろうか」討論原稿 4本 
8806 議論紛紛 「これは略奪愛だろうか」討論原稿 1本 
 
表 2－17  1985－1991「職業・自己実現」に関する読者の声の掲載文章一覧  






8502 政策の問いと回答 個人経済はどんな分野を含めているだろうか 
   個人経営の店の規模は、最大でどのぐらいだろうか 
8504 青年信箱 どのようにすれば専業戸になれるだろうか 
8505 青年信箱 「どのようにすれば専業戸になれるだろうか」の返答文 2 本 
8505 青年信箱 （知識や技能を修得して）人材になるより、金儲けしたほうが良いのだろうか 
8506 難題の回答 「（知識や技能を修得して）人材になるより、金儲けしたほうが良いのだろうか」返答文 5 本 
8506 青年信箱 「（知識や技能を修得して）人材になるより、金儲けしたほうが良いのだろうか」返答文 3 本 
8506 青年信箱 才能があることで中傷されたときに 
8507 難題の解答 「（知識や技能を修得して）人材になるより、金儲けしたほうが良いのだろうか」返答文 6 本 
8507 青年信箱 「どのようにすれば専業戸になれるだろうか」の返答文 3 本怎样掌握商品信息 
8507 青年信箱 専業戸になるための 5 つの注意点 
8607  青年信箱 どのようにして商品の情報を掴むか 
8507 青年信箱 成功者の経験を聞いておこう 




8508 青年信箱 「（知識や技能を修得して）人材になるより、金儲けしたほうが良いのだろうか」返答文 5 本 
8509 青年信箱 「どのようにすれば専業戸になれるだろうか」の返答文、「契約について学ぼう」など 4 本 
 8509 难题の回答 「（知識や技能を修得して）人材になるより、金儲けしたほうが良いのだろうか」返答文。討論の終了。 
8510 青年信箱 私は文学病にかかったのだろうか 
8511 青年信箱 どのようにすれば歌手になれるのだろうか 
8512 難題の解答 「私は文学病にかかったのだろうか」の返答文 2 本。 
8601 難題の解答 「私は文学病にかかったのだろうか」の返答文 8 本 
8602 難題の解答 「私は文学病にかかったのだろうか」の返答文１本 















870102 青年信箱 どうして生きていてつまらないと感じているのか 
8704 青年信箱 不正に気づいたら、目を瞑ったほうがいいだろうか。 
















8805 友人に答える 親に決められる結婚から自由結婚へーー大学卒業生の就職制度の改革について高校生に答える 




























































9105 友人に答える （同僚と）一緒に遊んではいけないが、参加しないと文句を言われる 
9201 友人に答える 会社の上司との関係がうまく行かなくなった。どうすれば良いだろうか 
9202 友人に答える 私の才能を発揮させてくれる場所がどこにあるだろうか 




9210 友人に答える 上司に認めてもらえない 
9210 友人に答える 上司に若いから頼りにならないと言われた 
    擬似コラムＡ 





どうしてそのチャンスは 2 回も僕にくれなかったのだろうか 
（バッチ工場の正社員の募集があったが、工場のリーダたちは内緒で自分の家族にその枠をあげた。） 








    なんと荒唐無稽な鎖だろう！ 
    
深く申し訳なく思っている。 
（11 人の友人に「金の鎖」の情報を回した） 
8801 恋愛の方舟 私の二回の恋愛 
   迷いの季節に書く 
8805 私の秘密 キュリー夫人はどこにいるだろうか。 





















9101 青年の呼び声 僕を、幼稚園の保育士として採用してくれないだろうか。 



















9305 読者の廊下 山東省邹平ビール工場長の呂曰東氏による回答文として、自分の経営経験に関する文章 



















8511 問題討論 「社会が私に適応すべきなのだろうか、それとも私が社会に適応すべきなのだろうか」討論文章 4 本 
8512 問題討論 「社会が私に適応すべきなのだろうか、それとも私が社会に適応すべきなのだろうか」討論文章 2 本 
8601 問題討論 「社会が私に適応すべきなのだろうか、それとも私が社会に適応すべきなのだろうか」討論文章 2 本 
8602 問題討論 が私に適応すべきなのだろうか、それとも私が社会に適応すべきなのだろうか」討論文章 3 本 




    「彼女はなぜ不平不満に思っているのだろうか」討論文章 5 本 
8807 議論紛紛 「彼女はなぜ不平不満に思っているのだろうか」討論文章 3 本 












    「彼の人々の議論の中で工場から出ていった」討論文章 1 本 
8903   なくなった「麦わら帽子」はどこに行ったのだろうか 
9101 議論紛紛 経営不振で仕事がない状況で、一生懸命働くことは意味のあることだろうか。 
9102 議論紛紛 「経営不振で仕事がない状況で、一生懸命働くことは意味のあることだろうか」討論文章 3 本 
9103 議論紛紛 「経営不振で仕事がない状況で、一生懸命働くことは意味のあることだろうか」討論文章 3 本 






    「自分自身から始めるのは役に立つだろうか」討論原稿 4 本 




表 2－18 1992－2000「学業」に関する読者の声の掲載文章一覧(クラシックコラム、擬似コラムＡ、擬似コラムＢ) 
 
 号 コラム名  タイトル  
クラシックコラム 











0001 青年信箱 成績が良くなくて、自殺したい 















0009 青年信箱 どのようにすれば、受験前の自分を万全の状態に整えることができるだろうか 















































長が 158 という理由で、自費での大學入学を言われた。） 
擬似コラムＢ 
9402 今日大学生 大學の徽章が消えたのは、何を意味するだろうか。（報道記事） 
9403 今日大学生 「大學の徽章が消えたのは、何を意味するだろうか」討論 2本 
9404 今日大学生 「大學の徽章が消えたのは、何を意味するだろうか」討論 3本 
9405 今日大学生 「大學の徽章が消えたのは、何を意味するだろうか」討論文章 2本 
9406 今日大学生 「大學の徽章が消えたのは、何を意味するだろうか」討論文章 4本 
9406 今日大学生 「大學の徽章が消えたのは、何を意味するだろうか」討論の変種部による総括 





















































9708 青年報道 「私たちは今、どのようにして親業を果たすべきなのだろうか」読者意見表明 5本 
9710 第一视点 先生、どうしてあなたはこんなに卑怯な人なのか 
    「帰ってきてよ、教師としての道徳感！」討論文章 6本。 





表 2－19 1992－2000 恋愛結婚に関する読者の声の掲載文章一覧（クラシックコラム、擬似コラムＡ、擬似コラムＢ） 
 





9408 心理カウンセリング 自分より 20 歳も年長の、妻子持ちの男性に片思いしているが、どのようにすれば良いか 
9408 総編集長当直室 
告白したいが、んな方法があるだろうか 
（好きな人に 56 通の手紙を書いたが、何一つ返事をもらっていない。） 
9409 心理カウンセリング 妻子持ちの年長の男性の上司を好きになってしまった。どうすれば良いのだろうか。 
9411 心理カウンセリング 爱向何方愛は、どこに向かうのだろうか」（性関係を持った男性から、別れを切られた） 

















0003 青年信箱  
決断すべき時はしっかりと断ってください 
 （彼氏に不満を持つが、未練があって分かれられない） 
0003 青年信箱  単身貴族に対して、どのように考えるだろうか。 
0003  青年信箱 悲しく感じる結婚式にどのように参加すれば良いだろうか。 














0009 青年信箱 「どのようにすれば、分かれた彼女への思いが絶たれるのだろうか」 







0013 青年信箱 人の前でキスしただけで、僕と別れた。どうしてだろうか」 
0015 青年信箱 
「このような結婚に対して、どのように向き合うべきだろうか」 




0015 青年信箱  
「私は、先生が好きになってしまった」 














9710 われわれの精神家園 「恋の戦場の、ある兵士の反撃」 
9710 われわれの精神家園 『中国青年』よ、軍人の皆さんの代わりに、「ノー！」の一言を言ってください 




9711 われわれの精神家園 「恋の戦場の、ある兵士の反撃」の読者反応 
9903 われわれの精神家園 お金を持った男は悪い男になるとよく言われるが、本当だろうか 
9905 われわれの精神家園 愛情がこんなに卑しくなったのはなぜだろうか。 
9911 われわれの精神家園 「お金を持った男は悪い男になるとよく言われるが、本当だろうか」の討論文章 10 本 
 
表 2－20 1992－2000職業・自己実現に関する読者の声の掲載文章一覧（クラシックコラム、擬似コラムＡ、擬似コラムＢ） 
 







9202 読者の廊下 けちん坊の気持ち 





























9502 総編集長当直室 「私は「非我」になるべきだろうか」の返答文章 4本 
9502 書記信箱 工場が閉鎖してしまうらしい。僕らはどうすれば良いだろうか 
9503 書記信箱 新しい風を吹いておこうー「何をするにしても自分の利益はどこにあるかと考える」ことへの困惑 











0003 青年信箱 コネを作ることと手ぶらでやること以外に、どのようなやり方で自分の前途を手に入れるだろうか。 









0005 青年信箱 あまりお金を持っていないので、何とかして金を手に入れるように頑張ってみるのはいかがだろうか。 
0005 青年信箱 毎日有名人と一緒にいる人たちがうらやましい 










0007 青年信箱  
学生時代が終わり、そろそろ社会人になるが、外の社会は危険に満ちるように見えてしまう。どのようにすれば
うまく行くのだろうか。 
0009 青年信箱 就職するか、それと進学するかで迷っている 
























0015 青年信箱  
学校を離れて，好きなことをしたい 
（環境保護専攻の中等専門学校の生徒だが、学校を辞めて商売をしたい） 









































9301 私の秘密 知識の価値は本当に下がったのだろうか 



































9207 議論紛紛 「真面目にやってきたのに」返答文 3本 
















その他学者による討論文章 2 本。「道徳を踏みにじる現象」「思想の尊厳」 
9501 われわれの精神家園 なぜ細く感じるだろう（報道記事） 
9501 本誌特別企画 貧困の学生（報道記事） 
9502 われわれの精神家園 「なぜ細く感じるだろう」討論文章 6本 
9504 われわれの精神家園 「なぜ細く感じるだろう」討論文章 
9506 われわれの精神家園 「なぜ細く感じるだろう」討論文章 











9610 われわれの精神家園 私は奮闘し続けてきたが、なぜ成功はますます私から遠ざかって行くのだろうか 
9612 われわれの精神家園 「私は奮闘し続けてきたが、なぜ成功はますます私から遠ざかって行くのだろうか」討論 
9701 われわれの精神家園 「私は奮闘し続けてきたが、なぜ成功はますます私から遠ざかって行くのだろうか」討論 




9707 われわれの精神家園 サバイバルして発展していくには、自分を醜い人に変身しないといけないのだろうか 
9708 われわれの精神家園 「サバイバルして発展していくには、自分を醜い人に変身しないといけないのだろうか」討論 
9709 われわれの精神家園 「サバイバルして発展していくには、自分を醜い人に変身しないといけないのだろうか」討論 
9710 われわれの精神家園 「サバイバルして発展していくには、自分を醜い人に変身しないといけないのだろうか」討論 
9712 われわれの精神家園 貧困に面して：自分の心の居場所を見つけて 
9807 われわれの精神家園 「18年間の時間を掛けて公平な説明を求めるのは、価値のあることだろうか」討論 



















9917 われわれの精神家園 今日において、お金持ちと貧しい人とは、それぞれどのよう人であるべきだろうか。 
9919 われわれの精神家園 「今日において、お金持ちと貧しい人とは、それぞれどのよう人であるべきだろうか」今天我们討論。 
 
 表 5－2 1978－1984 年『中国青年』表紙に特定の職業を表した登場人物 
年 登場回数 職業の内容 
1979 年 5 農民、労働者、兵士、少数民族、体育選手 
1980 年 3 彫刻の工員、兵士、木を切る工員 
1981 年 6 顕微鏡で観察中の女性技術者、女性電話員、男性の汽 
車運転手、兵士 2 回、女性車掌 
1982 年 3 ゴム林の女性工員、鉄鋼工場の工員、軍人作家 
1983 年 6 紡績の女性工員、体育選手、航空学校の学員、兵隊さん、羊飼
いの労働模範 
1984 年 3 農民、労働者の技術者、水兵 
 
表 5-3 1979 年―1981 年「科学・幻想・ユーモア」コラムに掲載された内容一覧 
 
号 掲載文章のタイトル 内容の概要 
 




第 3 号 「宇宙での十数ヶ月が、人間世界の数十年」 宇宙飛行をした宇宙飛行士が一年後に戻ってきたら、すっかり年を取った兄弟に会
って戸惑ってしまうというストーリーであった。  




1980 年第 1 号 「目の不自由な夫と耳の不自由な妻」  人造の人体器官に関する話であるが、それぞれ目と耳の不自由をしていた夫妻が人
造の耳と目の器官を入れ替えて、聴覚と視角の正常な人となり、最後は舞台で夫が二
胡を引いて妻が歌を歌っているという微笑ましい絵であった。  






































































第 17－18 号  「科学・幻想・ユーモア」コラムは、「小発明は誰でもできる」コラムに合わせて、
「奇想天外の発明」という内容に特化したものとなった。そこでは、海外の奇想天外





時期 コラム名 内容 
1981 年第 9 号 「小発明はだれで
もできる」 
ナイフの付いていないバター箱 
  ふるさとに戻ってくるマグロ 
  袋に入っている靴の磨き油 
  冷やしたお菓子と宝石アイスクリーム 
  くぼみのついた斜めになっているコップ 
  トランジスター温度計の誕生 
  一年中トマトが食べられたら 
  人口の牛黄 
第 10 号  折りたたみのできる日焼け防止の帽子 
  無駄の減る紡績工場 
  糖尿病患者でも食べられるキリシトール配合のミルクキャンデ
ィ 
  扇子型の多層道具箱 
第 13 号  溢れることのない鍋 
  五分で結果のでるペニシリン注射実験 
  同コラムに関する原稿募集の編集者メッセージ 
  「小発明の事例から分かったこと」など同コラムに関する読者の
感想 3 通 
  「雨水の付かないメガネはないだろうか」など読者の要望 3 通 
第 14 号  服の袋に入るアルコール式のコンロ 
  折りたたみのできる食卓カバー 









































1982 年第 3 号  発明の目標を分析すべきである――創造発明講座その五  





第 4 号  人のものから知恵を借りる――創造発明講座その七 
第 5 号  変化によって発明が生まれる――創造発明講座その八 
第 6 号  代用品を探す――創造発明講座その九 
第 7 号  新しい用途を見つける――創造発明講座その十 
第 8 号  新しい製品からルールを見つける――創造発明講座その十一 
第 9 号  反対面から真理を見つける――創造発明講座その十二 
第 10 号  アイディアが多ければ多いほど、成功するのも速い――創造発
明講座その十三」 
  消極的な判断と積極的な判断――創造発明講座その十四  
第 11 号  発明は経済的収益を重要視すべきである――創造発明講座その
十五 
第 12 号  完璧ではないものの背後に――創造発明講座その十六 
 






































































































    
